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■特集
台風、大雨、洪水のシーズンです

水に備える
７月 29 日（日）は

参議院議員通常選挙
一笑一会！みんなで踊ろや！

2007 ひょっとこ情報
■市政の動き

つどいの広場、ファミリーサポートセンターを開設
住宅リフォームを応援します　など

■まちの話題
第４回環境フェスタ 530　など

■インフォメーション
７月は「社会を明るくする運動」強調月間です
第 10 回「読書感想絵はがき展」作品募集　など



幸　脇
58 遠見公民館
59 幸脇小学校体育館

美々津

60 美々津小学校
61 美々津小学校田の原分校
62 余瀬営農研修センター
63 美々津公民館
64 美々津中学校
65 落鹿公民館
66 高松公民館
67 宮ノ下地区構造改善センター

東 郷 地 区
地区名 番号 避難所名称

寺　迫

1 寺迫小学校
2 寺迫国民体育館
3 寺迫幼稚園
4 庭田公民館

5 吉牟田地区コミュニティセンター
6 長崎集会所

福　瀬

7 福瀬公民館
8 福瀬小学校
9 中野原第２地区営農研修施設
10 下村地区集落センター
11 出口地区集落センター

小野田
羽　坂

12 東郷地区文化センター
13 東郷東公民館（旧中央公民館）
14 林業研修館
15 東郷幼稚園
16 日向農協東郷支店

鶴野内

17 鶴野内地区コミュニティセンター
18 東郷小学校
19 大工野地区集落センター
20 東郷中学校

迫野内 21 迫野内区公民館
八重原 22 八重原区公民館

田　野
23 田野区公民館
24 稲葉野地区多目的集会施設
25 田野区コミュニティセンター

仲　深
26 仲深区公民館
27 坪谷中学校

坪　谷

28 坪谷区公民館
29 坪谷小学校
30 坪谷幼稚園
31 坪谷保育園
32 ふるさとの家

越　表

33 越表小学校
34 越表地区体育館
35 越表区公民館
36 下渡川地区集会施設
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日 向 地 区

地区名 番号 避難所名称

富　高

1 日向市役所
2 日向市体育センター
3 日向市勤労青少年ホーム
4 日向市武道館
5 日向市中央公民館
6 日向市文化交流センター
7 富高小学校
8 上町保育所
9 八幡神社

10 本谷営農研修センター
11 西川内営農研修センター
12 富高保育園
13 日向中学校
14 日向市総合福祉センター
15 花ヶ丘公民館

塩　見

16 塩見小学校
17 農村婦人の家
18 奥野集落センター
19 永田集落センター

日知屋

20 富島中学校
21 日知屋公民館
22 日知屋児童センター
23 日知屋保育所
24 日知屋小学校

日知屋
東

25 日知屋東小学校
26 永江公民館
27 曽根公民館
28 堀一方公民館

大王谷

29 富島高等学校
30 幡浦公民館

31 大王谷コミュニティ
センター

32 大王谷中学校
33 大王谷小学校
34 日向台不動寺公民館
35 庄手公民館
36 梶木公民館

細　島

37 細島公民館
38 細島小学校

39 細島地区コミュニティ
センター

40 細島保育所

財光寺

41 日向高等学校
42 山下公民館
43 財光寺小学校
44 財光寺中学校
45 長江公民館

財光寺
南

46 松原公民館
47 切島山１区公民館
48 財光寺南小学校
49 切島山２区公民館
50 日向工業高等学校

平　岩

51 平岩小中学校（旧岩脇中学校）
52 平岩小中学校（旧平岩小学校）
53 南日向公民館
54 曙地区集落センター
55 金ヶ浜地区集落センター
56 籾木集落センター
57 旧平岩小学校鵜毛分校

風水害時の避難所一覧

※表中                         表示の 33
避難所とその他２民家（鳥川、飯谷）
については、災害の発生が予想され
る場合など初期の段階で開設します。

水に備える

台
風
�
大
雨
�
洪
水
シ
�
ズ
ン
で
す

�
注
意
報
�
に
は
�も
�
と
注
意
を
��
警
報
�
に
は
�一
層
の
警
戒
を
�

ふ
だ
ん
か
ら
備
え
る

非
常
食
や
持
ち
出
す
物
な
ど
を

準
備
し
て
お
く

　

非
常
食
に
は
、
調
理
の
手
間
が

か
か
ら
ず
、
水
も
あ
ま
り
使
用
し

な
い
も
の
（
レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶

詰
な
ど
）
を
選
び
ま
す
。
飲
料
水

も
忘
れ
ず
に
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
、
乾
電
池
も
忘
れ
ず
に
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
や
避
難
路
を
確
認
し
て
お
く

　

地
区
ご
と
に
、
緊
急
・
災
害
時

に
避
難
す
る
施
設
（
学
校
や
公
民

館
な
ど
）
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
地
区
の
避
難
所
が
ど
こ

か
、
そ
こ
へ
安
全
に
避
難
す
る
た

め
に
は
ど
う
行
け
ば
一
番
安
全
か

を
、
ふ
だ
ん
か
ら
家
族
み
ん
な
で

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
や
台
風
に
備
え
て
家
の
ま
わ

り
を
�
点
検
整
備
し
て
お
く

　

家
の
ま
わ
り
に
強
風
に
飛
ば
さ

れ
る
よ
う
な
物
は
な
い
か
、
雨
戸

や
瓦
、
雨
ど
い
な
ど
は
傷
み
は
な

い
か
、
家
の
前
の
排
水
溝
の
詰
ま

り
は
な
い
か
な
ど
、
ふ
だ
ん
か
ら

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　

ふ
だ
ん
か
ら
確
認
や
整
備
を
行

っ
て
、
大
雨
や
台
風
の
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
17
年
の
14
号
台
風
は
、
わ

た
し
た
ち
の
ま
ち
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

市
内
を
流
れ
る
河
川
に
は
、
水

害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
が
設
け
ら
れ
、
各
関
係

機
関
に
よ
っ
て
水
防
の
努
力
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
水
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

水
害
に
対
す
る
心
が
ま
え
や
準
備

が
何
よ
り
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
水
防
対
策
と
し
て
最
も
重
要

な
も
の
は
、
私
た
ち
自
身
の
日
頃

か
ら
の
備
え
な
の
で
す
。

天
気
予
報
や
気
象
状
況
に
気
を
つ

け
る
�

　

	

梅
雨
時
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
な

ど
の
時
期
に
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
・
新
聞
の
気
象
情
報
に
注
意
し
、

天
気
の
移
り
変
わ
り
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
大
雨
や
洪
水
な
ど
の

各
注
意
報
・
警
報
は
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
で
速
報
さ
れ
ま
す
。
見
落
と

さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
れ
ば
、
電
波
の
届
く
場

所
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
警
報
な

ど
最
新
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
。

緊
急
時
の
心
が
け

●
対
策
本
部
�
消
防
署
�
消
防
団

な
ど
か
ら
の
避
難
勧
告
・
避
難
指

示
な
ど
に
は
速
や
か
に
従
う

　

川
の
増
水
な
ど
は
短
時
間
の
う

ち
に
一
気
に
危
険
な
状
態
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
た
段
階
で
、
す
で
に
命
に
関

わ
る
危
険
な
状
況
で
す
。

　

避
難
勧
告
の
段
階
の
速
や
か
な

避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
す
る
時
は
�
み
ん
な
一
緒

に
行
動
す
る	

　

ひ
と
り
で
避
難
す
る
こ
と
は
非

常
に
危
険
で
す
。
川
に
流
さ
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
て
し
ま

っ
た
り
し
た
時
、
救
助
が
来
る
ま

で
に
長
い
時
間
が
か
か
り
、
命
に

関
わ
る
惨
事
を
招
き
か
ね
ま
せ

ん
。
緊
急
時
に
動
く
時
に
は
複
数

で
行
動
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

●
持
ち
出
す
荷
物
は
な
る
べ
く
少

な
く
�
身
軽
に
動
け
る
こ
と
を
優

先
す
る

　

荷
物
を
多
く
持
ち
す
ぎ
て
い
る

と
行
動
力
が
鈍
り
、
逃
げ
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

必
要
最
低
限
の
物
だ
け
を
持
ち

出
し
、
身
軽
に
行
動
で
き
る
よ
う

な
態
勢
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
や
子
ど
も
を
優
先
し
�

落
ち
つ
い
て
行
動
す
る

　

避
難
す
る
時
あ
わ
て
て
行
動
す

る
と
、
高
齢
者
や
小
さ
な
子
ど
も

な
ど
が
危
険
な
目
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

対
策
本
部
、
消
防
署
、
消
防
団

な
ど
の
指
示
に
従
い
、
高
齢
者
や

子
ど
も
を
優
先
し
、
落
ち
つ
い
た

行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　　　　　　耳川河口（幸脇岸壁）　　　　　　　　　　美々津（余瀬）　　　　　　　　　　　　福瀬（広瀬大橋）　　　　　　　　　　小野田（山陰郵便局前）　　　　　　　　坪谷（鎌柄峠付近）

平成 17 年 14 号台風襲来時の河川などの状況

国土交通省河川局　川の防災情報サイト
HP アドレス： http://www.river.go.jp
携帯サイト： http://i.river.go.jp

※ QR コード対応の携
帯電話を持っている人
は、右のコードを読み
取ると簡単にアクセス
することができます。 

水
に
備
え
る
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水に備える

土砂災害の種類

地
す
べ
り

が
け
崩
れ

土
石
流

斜
面
の
一
部
あ
る
い
は
全
部
が
地
下

水
の
影
響
と
重
力
に
よ
っ
て
ゆ
っ
く

り
と
斜
面
下
方
に
移
動
す
る
現
象

降
雨
時
に
地
中
に
し
み
込
ん
だ
水
分

に
よ
り
不
安
定
化
し
た
斜
面
が
急
激

に
崩
れ
落
ち
る
現
象

山
腹
、
谷
底
に
あ
る
土
砂
が
長
雨
や

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
一
気
に
下

流
へ
と
押
し
流
さ
れ
る
現
象

直前の前兆

・
土
臭
い
に
お
い
・
地
鳴
り

・
流
水
の
急
激
な
濁
り

・
渓
流
水
位
激
減
※

・
湧
水
の
停
止
・
湧
水
の
噴
き

出
し
・
亀
裂
の
発
生
・
斜
面

の
ふ
く
ら
み
・
小
石
が
ぼ
ろ

ぼ
ろ
落
下
・
地
鳴
り

切
迫
性
が
極
め
て
大
き
い

・
地
鳴
り
�
山
鳴
り

・
地
面
の
震
動

１〜２時間前

・
渓
流
内
で
転
石
の
音

・
流
木
発
生

・
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
落
下

・
新
た
な
湧
水
発
生

・
湧
水
の
濁
り

切
迫
性
が
大
き
い

・
池
や
沼
の
水
か
さ
の
急
変
・
亀
裂
や

段
差
の
発
生
、
拡
大
・
落
石
や
小
崩
落
・

斜
面
の
ふ
く
ら
み
・
構
造
物
の
ふ
く
ら

み
、
ク
ラ
ッ
ク
・
根
の
切
れ
る
音
・
樹

木
の
傾
き

２〜３
時間前
・
流
水
の
異
常
な
濁
り

・
湧
水
量
の
増
加
・
表
面
流
発
生

切
迫
性
が
や
や
小
さ
い

・
井
戸
水
の
濁
り
・
湧
水
の
枯
渇

・
湧
水
量
の
増
加

備考

※
「
渓
流
水
位
激
減
」
と
は
⋮
降
雨
が
継

続
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
位
が

減
少
し
て
い
る
現
象
の
こ
と
。
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
渓
流
の
上
流
域
で
山
腹
が
崩

壊
し
、
天
然
ダ
ム
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性

が
大
き
い
の
で
切
迫
性
が
極
め
て
高
い
。

が
け
崩
れ
に
つ
い
て
は
、
右
の
現
象

は
時
間
を
追
っ
て
発
生
せ
ず
、
一
度

に
急
激
に
発
生
す
る
場
合
も
あ
る
。

地
す
べ
り
の
前
兆
現
象
は
、
土
石
流

や
が
け
崩
れ
の
前
兆
現
象
と
比
べ
て
、

か
な
り
以
前
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
、
切
迫
性
の
時
間
尺
度
は
長
い

場
合
が
あ
る
。

●
連
絡
先

日
向
市
総
務
部
総
務
課

	

☎
52—

２
１
１
１

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

	

☎
69—

２
１
１
１

日
向
市
消
防
本
部
・
消
防
署

	

☎
52—

２
８
４
０

水位の種類 内　　容 避難情報 とるべき行動

はんらん危険
水位

洪水、はんらんのお
それがある水位（堤
防が耐えられる最高
の水位）

避難指示

避難行動を完了させましょう。まだ避難が完了し
ていない人は、ただちに避難所へ避難してくださ
い。もし、浸水などの影響により避難ができない
場合は、丈夫な建物の２階以上に避難するなど、
生命を守る最低限の行動を取りましょう。

避難判断
水位

洪水災害の発生を特
に警戒すべき水位 避難勧告

避難所への避難を始めてください。避難する際
は、隣近所で声を掛け合い、助け合って避難し
ましょう。

はんらん注意
水位

災害発生のおそれが
ある水位

避難準備情報
避難に時間のかかる人 ( 災害時要援護者 ) は、
避難を始めてください。通常の避難行動ができ
る人は、避難の準備を進めてください。

水防団待機
水位

注意を要する水位 防災関係者待機

水
の
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

対
策
本
部
で
は
、
市
民
の
生
命

や
浸
水
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
次
の
水
位
基
準
を
め
や
す

と
し
て
、
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令

し
ま
す
。

　

発
令
し
た
勧
告
な
ど
は
、
区
長

公
民
館
長
、
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
、
防
災
行
政
無
線
（
東
郷
域

に
つ
い
て
は
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
）、

市
の
広
報
車
な
ど
を
通
じ
て
連
絡

し
ま
す
。

市
民
の
生
命
を
守
る
た
め
�
河
川
の
水
位
を
め
や
す
に

﹁
避
難
勧
告
﹂な
ど
を
発
令
し
ま
す

塩見川
緑開橋

耳　川
東郷橋

（日向区域）

耳　川
東郷橋

（東郷区域）

避難情報の
めやす

はんらん危険水位
３．３ｍ ５．３ｍ ５．８ｍ

避難指示

避難判断水位
３．１ｍ ４．６ｍ ５．１ｍ

避難勧告

はんらん注意水位
２．７ｍ ４．０ｍ ４．０ｍ

避難準備情報

水防団待機水位
２．１ｍ ３．０ｍ ２．１ｍ

注意を要する
水位

通常水位

●耳川東郷橋において日向地域と東郷地域で水位基準が異なるのは、それぞれの地域で浸水の始まる地点の高
さが違うためです。また塩見川の水位は、潮の干満とも関係します。

土
砂
被
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

山
や
�
が
け
の
付
近
で
は
�

﹁
前
兆
現
象
﹂を
見
逃
さ
ず
�
早
め
の
自
主
避
難
を

　

平
成
17
年
の
台
風
14
号
で
は
、

宮
崎
県
内
に
お
い
て
１
３
９
か
所

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

11
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
ま
ち
は

台
風
の
常
襲
地
帯
で
あ
り
、
今
後

も
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
起
こ

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
に
、
土
砂
災
害
に
は
前
兆

現
象
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
宅
付
近
に
山
や
が
け
の
あ

る
と
こ
ろ
は
、
大
雨
時
の
土
砂
災

害
の
前
兆
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

前
兆
現
象
に
気
づ
い
た
場
合
に

は
、
市
総
務
課
（
対
策
本
部
）、

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
市

消
防
本
部
へ
連
絡
し
、
早
め
の
自

主
避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。

日向市災害速報サイト
HP アドレス： http://www.city.hyuga.miyazaki.jp
携帯サイト： http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/i/bosai/ 

インターネットや携帯電話でも、避難
勧告などの情報は入手できます。
※ QR コード対応の携帯電話を持って
いる人は、右のコードを読み取ると簡
単にアクセスすることができます。

東
郷
域
水
防
観
測
所

自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス

　　

東
郷
域
で
は
、
独
自
の
水
位
基

準
が
あ
り
、
３
か
所
に
水
防
観
測

所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

設
置
場
所
で
は
ラ
ン
プ
色
で
水

位
を
表
示
、
ま
た
、
電
話
で
の
自

動
応
答
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
音
声
で

水
位
情
報
を
確
認
で
き
ま
す
。

赤松橋（仲深）
☎６８－３０３２

森林組合（小野田）
☎６８－３０２８

福瀬大橋
☎６８－３０２９

区　分 高　さ 色
表示 区　分 高　さ 色

表示 区　分 高　さ 色
表示

橋の高さ 7.0m はんらん
水位 8.9m 赤 橋の高さ 12.6m

第 2 はんらん
（堤防最高地点） 8.84m 赤 警戒水位 7.4m オレ

ンジ
はんらん

水位 10.5 赤

第 1 はんらん
（堤防最高地点） 3.6m オレ

ンジ
耳川から支流
に逆流が始ま

る水位
5.5m 緑 警戒水位 9.0m オレ

ンジ

通常水位 緑 通常水位 緑 通常水位 緑

堤　

防

※森林組合（小野田）観測所については、現在堤防改修のため音声サービスの利用は休止しています。
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大
事
な
一
票

７
月
29
日︵
日
︶は

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
日
で
す

こ
の
選
挙
は
�
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
道
筋
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
政
治
の
主
権
者
と
し
て
投
票
に
参
加
し
ま
し
�
う

出
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票

は
「
記
名
式
投
票
」
で
す
。
県
選
出

議
員
選
挙
で
は
「
候
補
者
の
氏
名
」

を
、
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
で
は

「
候
補
者
の
氏
名
ま
た
は
政
党
名
」
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
点
字
投
票
・
代
理
投
票

　

目
や
身
体
が
不
自
由
で
字
が
書
け

な
い
人
ま
た
は
文
字
が
書
け
な
い
人

の
た
め
に
「
点
字
投
票
」
や
「
代
理

投
票
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
投
票
所
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

●
投
票
所
入
場
券

　

投
票
所
入
場
券
は
、
７
月
６
日

（
金
）
に
各
家
庭
に
郵
送
い
た
し
ま

す
。

●
選
挙
公
報

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
選
挙
公
報
が

発
行
さ
れ
ま
す
。
公
報
は
、
７
月
24

日
（
火
）
の
朝
刊
紙
に
折
り
込
み
ま

す
。
候
補
者
の
皆
さ
ん
や
政
党
な
ど

の
政
見
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
朝
刊
紙
を
購
読
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ

ら
か
じ
め
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
郵
送
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

公
報
は
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
や
支
所
、

公
共
施
設
に
も
備
え
て
お
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
☎
内
線

２
２
３
３
）

■７月 29 日参議院議員通常選挙 投票所一覧
投票所 投票区の区域

1 日向市体育センター
都町、上町、本町、中町、南町、東草場、西草場、
春原、春原町１～２丁目

2 下原町公民館
鶴町１～３丁目、原町１～４丁目、高砂町、
新生町１～２丁目

3 日知屋公民館 公園通り、櫛の山団地、江良町１～４丁目

4 永江公民館 永江町１～３丁目、永江

5 曽根公民館 曽根町１～４丁目、塩田、塩田団地、古田

6 堀一方公民館
浜町１～３丁目、伊勢ヶ浜、中堀町１～３丁
目、平野町１～２丁目、山手町、堀一方、平野、
深溝

7 細島公民館 地蔵、吉野川、清正

8 細島地区コミュニティセンター 宮の上、高々谷、八幡、庄手向、八坂、伊勢

9 幡浦公民館 幡浦

10 亀崎中区公民館
向江町１～２丁目、亀崎南、亀崎１～４丁目、
亀崎西１～２丁目

11 大王谷コミュニティセンター 亀崎東１～５丁目、亀崎東

12 大王谷公民館 大王町３～６丁目

13 梶木公民館 梶木、梶木町１～２丁目

14 庄手公民館 庄手、不動寺、大王町１～２丁目

15 北町１区公民館
北町、花ヶ丘、迎洋園１～２丁目、北町１～
３丁目、日向台

16 日向市総合福祉センター
中原、高見橋通り、広見、新財市、塩見ヶ丘、
千束口

17 本谷営農研修センター 本谷

18 西川内営農研修センター 西川内

19 中村公民館 中村、権現原

20 奥野集落センター 奥野

21 永田地区集落センター 永田

22 山下公民館 山下、山下町１丁目

23 往還区公民館 長江団地、往還、往還町

24 比良コミュニティセンター 川路団地、比良、比良町１～５丁目

25 松原区公民館 松原、沖町

26 財光寺南地区まちづくり事務所 切島山１

27 切島山２区公民館 切島山２

28 秋山地区営農研修センター 秋留（向洋台を含む）

29 曙地区集落センター 曙、美砂

30 南日向コミュニティセンター 本宮、笹野東・中・西、金ヶ浜

31 籾木地区集落センター 籾木

32 鵜毛公民館 鵜毛

33 幸脇公民館 遠見、幸脇

34 飯谷地区集落センター 飯谷

35 余瀬営農研修センター 余瀬

36 美々津公民館 立縫、新町、別府

37 美々津老人福祉センター 石並、駅通り

38 高松公民館 落鹿、高松、宮の下

39 田の原営農研修センター 田の原

40 小野田区公民館
大谷、小野田一・二、又江野上・中、又江野下一・
二、住宅、牧水園

41 寺迫区公民館 寺迫、山ノ口、落鹿、中尾

42 福瀬小学校体育館
中野原一・二・三、出口、上村一・二・三、下村、
鵜戸木、日田尾、広瀬、鳥川、中野原住宅

43 鶴野内区公民館
前田、中水流、下村、山内、中山、大工野、沢瀉、
鈴峰園、住宅

44 迫野内区公民館 地内、東下、東上、西谷、鹿瀬

45 田野区公民館 田野、蕨野、稲葉野

46 羽坂区公民館
硯野、羽坂、沖之水流、井尻、小長野、深瀬、
日ヶ道、樋田

47 仲深区公民館 下仲瀬、久居原、下水流、深谷、野々崎

48 坪谷区公民館
東石原、西石原、本村、赤井笠、上野原、仲崎、
多武ノ木、一谷原、市谷川崎、瀬平

49 越表区公民館　　※ 中水流、田口八ツ山、児洗、一松露

50 下渡川集会施設　※ 下渡川

51 八重原区公民館 八重原下、八重原中、八重原上

52 庭田公民館 吉牟田、庭田、長崎

ま
せ
ん
。

●
期
日
前
投
票
な
ど

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅
行
、
病

気
な
ど
や
む
を
得
な
い
理
由
で
投
票

所
に
行
け
な
い
場
合
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。

◇
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１
階
会
議
室

（
体
育
セ
ン
タ
ー
の
南
側
）　

平
成
19

年
７
月
13
日
（
金
）
か
ら
７
月
28
日

（
土
）
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
含
み
ま
す
）

◇
東
郷
東
公
民
館
１
階
第
３
研
修
室

（
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
の
東
側
。
旧
東

郷
町
中
央
公
民
館
）　

平
成
19
年
７

月
22
日
（
日
）
か
ら
７
月
28
日
（
土
）

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
含
み
ま
す
）

◇
そ
の
他　

受
付
で
は
、
投
票
所
入

場
券
に
印
刷
さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
方
式
と
し
て
い
ま
す
。
投

票
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
入
場
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
病
院
な
ど
の
施
設
で

行
う
投
票
や
、
身
体
に
重
度
の
障
害

が
あ
り
投
票
所
に
出
向
い
て
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
郵

便
で
行
う
投
票
と
し
て
「
不
在
者
投

票
」
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
郵
便
投
票
に
つ
い
て
は

一
定
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
投
票
の
方
法

　

県
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選

●
投
票
と
開
票

◇
投
票　

平
成
19
年
７
月
29
日
（
日
）

午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
（
越

表
区
公
民
館
、
及
び
下
渡
川
集
会
施

設
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
と
な
り
ま
す
）

◇
開
票　

投
票
日
当
日
、
午
後
９
時

10
分
か
ら
日
向
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

●
投
票
で
き
る
人

◇
年
齢　

昭
和
62
年
７
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

◇
住
所　

平
成
19
年
４
月
11
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
日
向
市
に
住
ん
で
い

て
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人

●
市
内
転
居
と
市
外
転
出

◇
市
内
で
転
居
し
た
人　

平
成
19
年

７
月
５
日
ま
で
に
市
内
で
転
居
し
、

住
民
票
を
異
動
し
た
人
は
新
し
い
住

所
地
の
投
票
所
で
投
票
で
き
ま
す

が
、
７
月
６
日
以
降
に
転
居
し
、
住

民
票
を
異
動
し
た
人
は
前
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

◇
市
外
へ
転
出
し
た
人　

平
成
19
年

３
月
28
日
ま
で
に
他
の
市
町
村
に
転

出
し
た
人
及
び
３
月
29
日
以
降
に
他

の
市
町
村
に
転
出
し
た
人
で
、
転
出

先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人

に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
投
票
で
き

■期日前投票所を
　市内２か所に設置します

仕事や旅行などで当日投票所に行けない場合は、
期日前投票所で簡単な書類に記入するだけで期日
前投票ができます。
なお、期日前投票所の開設日の取り扱いが、場所
によって異なりますのでご注意ください。

7/13（金）〜 7/28（土）
午前 8:30 〜午後 8:00

日向市勤労青少年ホーム

東郷東公民館
期日前投票所

東
郷
町
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

東
郷
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー

幸
福
神
社

至日向

★

国道 327号

耳川

駐車場

駐車場

至美郷

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

期
日
前
投
票
所

市
役
所

本
庁
舎

体育
センター

★

7/22（日）〜 7/28（土）
午前 8:30 〜午後 8:00

日向市東郷東公民館

東郷東公民館
期日前投票所

東
郷
町
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

東
郷
地
区

文
化
セ
ン
タ
ー

幸
福
神
社

至日向

★

国道 327号

耳川

駐車場

駐車場

至美郷

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

期
日
前
投
票
所

市
役
所

本
庁
舎

体育
センター

★

お願い
期日前投票所では、投票所入場券に印刷したバーコードを
読み取る方法で受付を行っています。
投票の際には、ぜひ入場券をお持ちください。

●問い合わせ 市選挙管理委員会事務局
  ☎ 52 ｰ 2111 内線 2233

ご注意ください。※第 49・越表区公民館及び第 50・下渡川集会施設における投票時間は午後７時まです。
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 日向ひょっとこ夏祭り実行委員会　☎ 0982（52）2111（内線 2653）
（日向市産業経済部観光振興課内） 　　 0982（52）0250　    matsuri@hyottoko.jp

みんなで踊ろや！

2007 ひょっとこ募集情報

9

参加資格◎ 12 歳以下 2 人以上で構成されたチ
ーム　ダンスジャンルは問いません。どこかに
ひょっとこを表現すれば O.K.　先着◎ 15 組

キッズダンスバトル
参加チーム募集

今年はダンスバトルが前夜祭のス
テージに登場。「ひょとこジャン
プキッズダンスバトル！」みんな
で前夜祭を盛り上げよう！◎３日
（金）午後６時20分スタート！

賞金◎１位５万円、２位３万円、３位１万円。そ
の他スマイル賞、パワフル賞、元気賞などなど。

表　彰

パレード参加募集
ひょっとこ踊り参加団体『連 (れ
ん )』、及び個人参加者を募集し
ます。個人参加者は、『にわか連』
を結成！ みんな楽しくパレード
に参加してみませんか？

チームワーク・表現・技術の優れたひょっとこ連
に対し、次の賞を授与します。
第１位　ひょっとこ大賞　賞金１０万円	１連）
第２位　金賞　　	〃	　５万円		〃	（１連）
第３位　銀賞　　	〃	　３万円		〃	（１連）
その他、市長賞など審査員が選ぶ各賞も多数あり
※観客が選ぶ「踊り子大賞」も用意してます。

表　彰

申込締切

参加資格◎団体、個人、年齢、性別を問いません。
参加料　◎無料

◎プラカード保持者が、各団体１人必要です。
◎プラカードは主催者で準備しますが、お祭りを
盛り上げるために、オリジナルのプラカード（丸、
三角、どんな形でも可）、のぼり旗、着ぐるみなど
( 会社名などＰＲ入り可 ) の持ち込み大歓迎です。
ただし、安全な材質・形状とし、団体名・所在地
を表示してください。

7/10（火）必着

個人戦参加者募集
ひょっとこの踊り手、個人の演技
力を競い、各部門（きつね・おか
め・ひょっとこ）№１の踊り手を
決定！

橘ひょっとこ踊り保存会の審査により表現力及び
演技の優れた個人に対し、次の賞を授与します。
ひょっとこの部　　第１～３位　賞状、賞品
きつね・おかめの各部　第１位　賞状、賞品

表　彰

演技方法◎各部門 ( きつね･おかめ･ひょっとこ
) の出場者は、グループに分かれて、４〜５分
ステージ上で踊りを披露してもらいます。
参加人数により、きつね・おかめ･ひょっとこ
が混合される場合もあります。
参加資格◎踊りパレードに参加される人であれ
ば、年齢、性別を問いません。また、エントリ
ーは１人１部門としますが、先着順（100 人ま
で）とします。なお、小学生以下は保護者同伴
でご参加ください。
参加料◎無料

スタッフ募集
実行委員会では、実行委員及び祭
り当日のボランティアスタッフを
募集します。あなたも一緒に日向
の夏を盛り上げてみませんか！ 
ふるって応募してください。

実行委員会は５部会に分かれて活動しています。
◎総務部会、祭り全体の総括◎パレード部会、ひ
ょっとこ踊り個人戦、パレードに関する業務◎グ
ッズ・ホームページ部会、Ｔシャツなどの販売、
ホームページの更新に関する業務◎前夜祭部会、
前夜祭に関する業務◎講習部会、ひょとこ踊りの
講習に関する業務

実行委員会

当日ボランティア

資格◎団体、個人、性別を問いません。18 歳
以上の人に限ります。
※今年のスタッフＴシャツは、「水色」で制作
予定です。

夏祭り当日には多数のボランティ
アスタッフの力が必要となりま
す。皆さんの参加をお待ちしてい
ます。よろしくお願いします。

前夜祭出店募集
前夜祭恒例の屋台市場「ひょっと
こ市場」の出店を募集します。県
外、市外からお越しの踊り手や観
客を日向の名物でおもてなししま
しょう。日向市をＰＲできる物産
の出品大歓迎です。

ＰＲ隊募集
今年もできました！ オリジナル
Ｔシャツ2007バージョン。さぁ、
あなたもこれを着てひょっとこ祭
りＰＲに参加しませんか！

こちらで販売してます

色　　　◎白、黒、赤（キッズのみ水色、ピンク）
サイズ　◎ＬＬ、Ｌ、Ｍ、Ｓ、キッズ 110

◎市役所内３Ｆ 観光振興課
◎観光協会（JR 日向市駅、まちの駅とみたか内）
◎道の駅「日向」
◎日向サンパーク温泉「お舟出の湯」
◎道の駅「とうごう」詩季彩

留意事項

申込締切

7/10（火）必着

価格1800 円（税込）

好評販売中

申し込み
問い合わせ

申込締切

7/13（金）必着

参加資格◎団体、個人を問いません。
希望する団体や個人は、出店応募用紙に必要事
項を記入して提出ください。受付後、事前に全
体打ち合わせを行います。なお、内容、業種に
よってはお断りすることもあります。あらかじ
めご了承ください。

申込締切

7/10（火）必着

最後に全員でひょっとこ踊り！ 
上手も下手も関係ありません。 
とにかくみんなで踊りましょう。

前夜祭フィナーレ

当日ボランティアの業務内容
◎パレード参加連の誘導
◎踊り子メダルの巡回販売
◎写真、映像記録スタッフ　など

年に一度、東若太鼓台、南若太鼓台が勇ましく激突！
（最終日、7月 22 日夜）細島の夏の熱い盛り上がりを、
皆さんも感じてみませんか？

こちらも熱い！細島みなと祭り
7 月 20 日（金）～ 22 日（日）の３日間！

価格　7,000 円　限定１００着

色：濃藍　　身丈 88cm/ 身幅 68cm（ワンサイズ）

細島「南若太鼓台」法
は っ ぴ

被を新調！
販売しています。

購入を希望される人は事務局（伊森☎ 52 －
1033）までご連絡ください。

こちらも熱い！細島みなと祭りこちらも熱い！細島みなと祭り

は っ ぴ

8

会場：日向市役所前広場（午後6時～午後9時）
●ひょっとこジャンプ キッズダンスバトル　
●ひょっとこ市場（うまいもん、お土産、その他盛りだくさん）

会場：日向市役所前広場・中心市街地

8月4日（土）夏祭り

■日向十五夜太鼓　■日向ひまわりレディ交替式
■景品付もちまき　■日向地区物産コーナー　 など

アトラクション 午後0時30分～午後2時

■祭りフィナーレを飾るひょっとこ祭りの大パレード!
■恒例の「踊り子大賞」を実施します！
　観客の皆さんが審査員です！

ひょっとこ踊りパレード 午後6時～午後9時30分

きつね、おかめ、ひょっとこの各部門で一番技術力があるのは
誰だ？！  踊り手個人を対象としたコンテストを実施します。
（パレード参加が条件）

ひょっとこ踊り個人戦 午後2時～午後4時

公式ホームページ  
http://www.hyottoko.jp/

8月3日（金）前夜祭

［お問い合せ］宮崎県日向市産業経済部観光振興課内
                   　TEL（0982）52-2111

主催：日向ひょっとこ夏祭り実行委員会
共催：日向市・日向市観光協会

（午後6時～午後9時）

（うまいもん、お土産、その他盛りだくさん）

一笑一会
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
応
援
！

第
２
回
補
助
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

■宮崎県中小企業勤労者ハッピーライフ資金
　融資制度のご紹介です
県内に住んでいる中小企業で働く方々に九州労働金庫

を窓口として、生活資金などを低利率で融資する制度

です。

●融資種類　教育資金（融資限度額 300 万円）、生活
　資金（同 100 万円）、育児介護休業資金（同 100 万

　円）、遅払資金（同 20万円）

※申込条件、年利率、償還期間など詳しいことは下記

までお問い合わせください。

●問い合わせ　融資については、九州労働金庫宮崎県
本部（☎０９８５−２６−９２０８）、制度については、

宮崎県労働政策課（☎０９８５−２６−７１０６）まで。

■退職金の確保は国の中退共制度で

「情報伝言板」は、皆さんの自主的な活動を応援するコーナーです。　
サークル活動などの会員募集やイベントなどの情報をお寄せください。
　営利や政治・宗教活動を目的としたものはお断りします。
原稿は、毎月１日までに総務課秘書広報係（☎内線２２３５）へ。
※ただし、紙面のスペースの関係上、掲載できない場合があります。

■ご応募ください「青年の主張」
青年らしい自由でユニークな発想の作文を募集してい

ます。

平成 19 年度「青年の主張」東臼杵地区作文募集
●対象者　15歳（中学校卒業）以上、30歳未満の人
●作文内容
①社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案

②青少年健全育成活動、地域（郷土）づくり活動、団・

グループ活動などとの関わりの中での意見や提言

③テレビ、新聞などで報道される青少年問題や社会の

さまざまな出来事に対する意見や提言

●募集方法　400 字詰め原稿用紙３～４枚程度で、5
分以内で　発表できる、未発表の作文

●募集期限　７月２０日（金）必着
●提出先　生涯学習課（日向市中央公民館）
●問い合わせ　東臼杵福祉事務所　青少年指導員
	 	 （☎０９８２−３２−６１２２）

　

市
は
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
、
市

内
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に
、
市
民
が
自

ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
（
貸
家
、
事
務

所
、
店
舗
な
ど
を
除
く
）
を
、
市
内
事
業

者
を
利
用
し
て
修
繕
、
補
修
な
ど
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
ま
す
。

　

今
回
、
今
年
度
２
回
目
の
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
促
進
事
業
申
請
受
付
を
下
記
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
は
工
事
予
定

期
間
が
平
成
19
年
８
月
か
ら
11
月
末
日
ま

で
の
工
事
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
住
宅
の
修
繕
、
改
修
及
び
増
築

・
壁
紙
、
床
板
の
張
り
替
え
、
屋
根
、
外

壁
の
塗
り
替
え
な
ど

・
そ
の
他
、
住
宅
本
体
に
関
す
る
設
備
工

事
（
一
部
制
限
が
あ
り
ま
す
）

●
主
な
補
助
の
条
件

①
補
助
対
象
と
な
る
工
事
費
の
総
額
が

50
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
②
市
内
の
事
業

者
が
工
事
を
行
う
こ
と
（
原
則
と
し
て
、

下
請
業
者
に
つ
い
て
も
市
内
事
業
者
で
あ

る
こ
と
）
③
市
の
承
認
を
受
け
て
工
事
を

着
工
す
る
こ
と
④
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
⑤
補
助
対
象
と
な
る
住
宅
が
過
去

に
こ
の
制
度
に
よ
る
補
助
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
⑥
対
象
と
な
る
住
宅
は
築
後
１
年

以
上
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

●
補
助
の
額

対
象
工
事
費
の
15
％
以
内（
最
高
15
万
円
）

●
申
請
の
受
付

７
月
９
日
（
月
）
～
７
月
31
日
（
火
）

●
申
請
書
配
布
及
び
提
出
先　

商
工
港
湾

課
及
び
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業

振
興
課

●
補
助
の
決
定　

補
助
予
定
額
総
額
が
、

今
回
割
り
当
て
の
予
算
枠
を
超
え
た
場
合

に
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
注
意
事
項　

補
助
決
定
を
受
け
る
前
に

す
で
に
工
事
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
補

助
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
商
工
港
湾
課
（
☎
内
線
２
６
３
５
）

ま
た
は
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業

振
興
課
（
☎
69—

３
９
０
２
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
内
事
業
者
の
皆
様
へ

こ
の
事
業
で
い
う
市
内
事
業
者
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
小
規
模
事
業
者
登
録
制
度
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
を

希
望
す
る
市
内
事
業
者
は
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
契
約
管
理
課
へ
登
録
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
18
年

度
以
降
に
す
で
に
登
録
し
て
あ
る
事
業
者
、
及
び
市
の
建
設
業
等
有
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
市
内
事
業
者
は
再

登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
太
極
拳
・
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」
で
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

第
12
回
健
康
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
っ
て
い
い
な	

笑
顔
で
い
き
い
き

輝
く
日
向
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
12
回
健

康
ま
つ
り
が
６
月
24
日
、
サ
ン
ド
ー
ム
日

向
で
開
か
れ
約
２
０
０
０
人
が
来
場
し
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
仮
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
午
前

中
は
、
宮
崎
県
武
術
太
極
拳
連
盟
理
事
長	

栗
山
英
樹
さ
ん
（
川
南
町
在
住
）
を
講
師

に
健
康
法
と
し
て
の
太
極
拳
講
習
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
、
深
い
呼
吸
に
合
わ
せ
静
か

に
舞
う
太
極
拳
に
、50
代
の
参
加
者
は「
身

体
に
負
担
が
少
な
い
高
齢
者
の
体
操
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
て
み
る
と
意
外

に
身
体
に
効
い
て
く
る
感
じ
。
ゆ
っ
く
り

と
し
た
動
作
は
精
神
も
集
中
で
き
ま
す
。

い
い
健
康
法
で
す
ね
」
と
初
め
て
の
体
験

の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
波
越
さ
お
り

さ
ん
（
清
武
町
在
住
）
が
大
勢
の
来
場
者

と
と
も
に
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
ダ
ン

ス
。
会
場
内
は
、
健
康
を
願
う
人
た
ち
の

舞
い
や
踊
り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

市政の動き

　

そ
の
ほ
か
会
場
内
に
は
、
医
療
、
く
す

り
、
歯
科
、
食
生
活
な
ど
健
康
に
関
す
る

い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー
が
開
か
れ
、
な
か

で
も
子
ど
も
無
料
「
フ
ッ
素
塗
布
」
や
体

脂
肪
測
定
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
希
望

者
の
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
健
康
相
談
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

医
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
保
健
師
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
る
姿

も
多
く
見
ら
れ
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
と
お

し
て
、
健
康
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
頑
張
ら
な
い
で 
み
ん
な
で
子
育
て
し
ま
し
ょ
う

つ
ど
い
の
広
場
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
。

八街区

十街区

13街区

西
口

こ
ど
も
遊
セ
ン
タ
ー

商
工
会
館
（
１
階
）

★

日
向
市
駅

JR

　

少
子
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に
と
も
な

う
家
族
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
子
育

て
中
の
親
は
、
子
育
て
や
育
児
に
つ
い
て

気
軽
に
相
談
で
き
る
相
手
や
仲
間
が
身
近

に
い
な
い
な
ど
、
子
育
て
へ
の
不
安
や
精

神
的
負
担
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
の
開
設
、
保
育
所
で

の
一
時
保
育
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、こ
の
た
び
新
た
に
「
つ
ど
い
の
広
場
」

の
開
設
と
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
気
軽
に
親
子
の
交
流
が
図
れ

る
場
を
提
供
す
る
「
つ
ど
い
の
広
場
」
は

４
月
に
開
設
し
て
い
て
、
そ
の
運
営
を
行

う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
遊
セ
ン
タ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
が
子
育
て
相
談
な
ど
に
応
じ
て
い

ま
す
。「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
は
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人
と

行
い
た
い
人
が
相
互
に
会
員
に
な
り
、
助

け
合
う
有
償
の
会
員
組
織
を
運
営
す
る
も

の
で
、
現
在
、
会
員
募
集
の
準
備
中
で
す
。

　

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
下
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
遊
セ
ン
タ
ー

日
向
市
上
町
３—

15　

商
工
会
館
１
階

☎
54—

１
６
３
５

お買い物や銀行の帰りに
ちょっと寄ってみません
か？　いつでも、だれで
も遊びに来てね！
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■募集します「県営住宅への入居者」
●募集戸数		日向市内　１８戸、門川町内３戸
●入居予定日　平成 19年８月１日
●申込資格
（１）住宅に困っている人で、現在同居または同居し

ようとする親族がある人（結婚予定の人は８月末まで

に入籍予定の人）。単身者については、一定の条件を

満たす人

（２）公営住宅入居資格収入基準以下であること

（３）県税及び市町村税の滞納がないこと

（４）過去に公営住宅などの住宅使用料（家賃）の滞

納がないこと

●説明会日時　７月３日（火）　同日 2回開催
　　　　　　　①午前 10時～　②午後２時～

●受　付　日　７月 10日（火）、11日（水）
　　　　　　　午前９時 30分～午後３時

●抽選会日時　７月 17日（火）
※説明会、入居受付及び抽選会の場所は、いずれも日

向市中央公民館第４研修室です。

●問い合わせ
　不明な点がありましたら宮崎県日向土木事務所総務

（建築、県営住宅担当☎５２−４１７１）まで問い合わ

せください。

■第２回Art Lovers Miyazaki
〜写真・書・絵画・陶芸・花 　合同展示会〜
　宮崎の芸術愛好者たちの作品が展示されます。

　ぜひ、お気軽にお越しください。

●開催期間　７月 25日～ 29日（５日間）
●開催時間　午前 10時～午後 5時
●入場料　無料
●場所　江川ギャラリー（細島郵便局隣）
●問い合わせ　Art	Lovers	Miyazaki（☎55−0701）

　市長などが日向市を代表して外部と
の交際に要する費用をお知らせし、市
政運営のいっそうの透明性を図り、市
民の皆さまの市政に対する理解と信頼
を深めることを目的に、市長交際費を
公表しています。

●公表方法　インターネット日向市ホームページで公
表。市の情報公開メニュー→施策・業務ページから支
出日やその内容、金額などが閲覧できます。（市役所
２階市民情報室でも閲覧できます）
●問い合わせ　総務課秘書広報係 ( ☎内線 2234)

平成 19 年 4 月分から
市長交際費を公表しています。

●問い合わせ　市民課年金係（☎内線 2132）

Ｑ .  出張先で、住民票が必要になりま
　　した。他の市区町村で住民票を取
　　得することはできますか。
A． 住民票の写しの交付は、住所地で受ける

ことが一般的ですが、本人または本人と
同一世帯に属する人からの請求であれ
ば、他の市区町村であっても住民票の写
しを取得できます。ただし、本籍・筆頭
者が記載された住民票や、除かれた住民
票など（転出や死亡などで消除された住
民票）は取得できませんのでご注意くだ
さい。住基ネットを利用したサービスの
一つで、このような、住民票の写しの交
付の特例を「住民票の写しの広域交付」
といいます。請求には、印鑑、広域交付
申請書（各市区町村窓口に備えてありま
す）、住基カードまたは官公署が発行し
た顔写真付きの身分証明書（運転免許証、
パスポートなど）が必要となります。

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線 2133）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

Q.　国民年金保険料の納付が困難だった
　　ため昨年は免除の申請をしました。
　　今年も申請したいのですが手続きは
　　どうしたらよいですか。
A. 　昨年免除申請をしている人は、平成１９

年６月までの審査結果はすでに出ていま
す。そのため今年度の免除申請は７月か
ら受け付けを始めます。印鑑と年金手帳
を持って市民課年金係までお越しくださ
い。なお、前年の所得で審査されますの
で所得の申告を
していないと受
け付けできませ
ん。申告がまだ
お済みでない人
は早めに済ませ
てください。

●問い合わせ　市民課市民窓口係（☎内線 2133）

水の音色
鈴木瑩子／著
文芸社

る時は力強く
も美しい躍動
感 を、 ま た あ

る時は優しい言葉や
夢を運ぶ天使のよう
な豊かな表情を見せ
てくれる水。まさに
命の源である「水」
のきらめきを 20 年
間追い続けた著者の
熱意の結晶といえ
る、生命力にあふれ
た写真集。

７月２４日通り
吉田修一／著
新潮社

通 の 女 に は、
平凡な未来し
かないのかな

? でも、一度くらい
はドラマみたいな恋
をしてみたい。間違
ってもいいから、こ
の恋を選ぶ。そう思
ったこと、ありませ
んか ?「東京湾景」
の著者がおくる長編
ラブストーリー。

普

なつのいちにち
はたこうしろう／作
偕成社

ついあつい夏
の 日。 ク ワ ガ
タのいる山を

めざしてぼくは走っ
た。まっ白な日ざし、
青い草のにおい…。
ページのなかからあ
ふれだす夏。人気絵
本作家の初めてのオ
リジナル創作絵本。

あ

走る！動く！あそべる工作
トモ・ヒコ／著　主婦の友社

れ行けパトカ
ー、 く る く る
コ プ タ ー、 ゴ

ムゴムパチンコな
ど、走ったり、動い
たり、とんだりする、
楽しい手作りおもち
ゃがいっぱい ! 親子
でいっしょに楽しく
手作りできる、夏休
みの工作もおまかせ
の１冊。

そ

■ 新しく入った本 ■
◎６時間後に君は死ぬ
 （高野和明／講談社）

◎なんでもひける日本地図
 （正井泰夫／成美堂出版）

◎ポンポルトンタン
 （ヨシエ／祥伝社）　              ほか

乳幼児 / 午前 10 時 30 分～ 11 時
５日　12 日　19 日　26 日　

幼児 / 午後 3 時 30 分～ 4 時
４日　11 日　18 日　25 日　

小学生 / 午前 11 時～ 11 時 30 分
７日　14 日　21 日　28 日

●
図
書
館
へ
お
い
で
よ　
　
　
　

●

■７月のおはなし会■

　
「
楽
し
い
水
の
季
節
」、
夏
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
夏
休
み
に
向
け
、
プ

ー
ル
や
海
水
浴
場
、
河
川
な
ど
で
遊
泳
す

る
機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
季
節
は
、
一
年
中
で
一

番
水
の
事
故
や
ケ
ガ
の
多
い
季
節
で
す
。

　

泳
ぐ
前
に
は
、
熱
は
な
い
か
、
顔
色
は

よ
い
か
、
食
欲
は
あ
る
か
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
必
ず
行
い
ま
し

ょ
う
。

【
遊
泳
中
の
ケ
ガ
や
病
気
へ
の
対
処
法
】

目
が
赤
く
な
っ
た
ら

・
き
れ
い
な
水
で
洗
眼
す
る

・
症
状
が
ひ
ど
い
時
は
受
診
す
る

耳
に
水
が
入
っ
た
ら　

・
水
の
入
っ
た
耳
の
方
を
下
に
し
て
、
片

足
で
跳
ん
で
み
る

・
温
か
い
石
を
耳
に
あ
て
て
み
る

ク
ラ
ゲ
に
刺
さ
れ
た
ら

・
水
で
指
さ
れ
た
部
分
を
洗
い
流
す

・
冷
湿
布
を
す
る

・
ひ
ど
く
痛
む
時
は
、
受
診
す
る

目
に
ご
み
が
入
っ
た
ら

・
き
れ
い
な
水
で
洗
眼
す
る

・
上
ま
ぶ
た
に
入
っ
た
ら
、
上
ま
ぶ
た
を

つ
ま
み
、
下
ま
ぶ
た
に
重
ね
る
よ
う
に
引

っ
張
っ
て
刺
激
し
、
涙
と
一
緒
に
ご
み
を

出
す

・
下
ま
ぶ
た
に
入
っ
た
ら
、
下
ま
ぶ
た
を

引
っ
張
っ
て
、
濡
ら
し
た
ガ
ー
ゼ
の
端
で

ご
み
を
と
る

・
目
は
絶
対
に
こ
す
ら
な
い

頭
痛
が
し
た
ら

・
泳
ぎ
を
や
め
て
、
水
か
ら
あ
が
り
休
む

・
楽
な
姿
勢
を
と
り
、
体
を
保
温
す
る

悪
寒
を
感
じ
た
ら

・
安
静
に
し
、
体
を
保
温
す
る

・
温
か
い
飲
み
物
を
与
え
る

熱
中
症
に
な
っ
た
ら

・
日
陰
の
涼
し
い
所
へ
運
び
、
衣
服
を
ゆ

る
め
て
、
寝
か
せ
る

・
体
温
が
高
い
時
は
、
体
を
冷
や
す

・
飲
み
物
を
欲
し
が
っ
た
ら
、
薄
い
食
塩

水
を
飲
ま
せ
る

鼻
血
が
出
た
ら

・
あ
ご
を
ひ
き
、
鼻
を
し
っ
か
り
つ
ま
む

・
目
と
目
の
間
を
冷
や
す

・
う
な
じ
の
下
を
冷
や
す

ふ
く
ら
は
ぎ
が
け
い
れ
ん
し
た
ら

・
膝
を
伸
ば
し
、
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
上

か
ら
膝
を
押
さ
え
、
足
先
を
す
ね
の
方
へ

曲
げ
る
よ
う
に
し
て
、
収
縮
し
過
ぎ
た
ふ

く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
伸
ば
す

寒
冷
じ
ん
ま
し
ん
が
出
た
ら

・
す
ぐ
に
水
か
ら
上
が
っ
て
、
安
静
に
す

る・
あ
た
た
か
い
飲
物
を
与
え
、
体
を
保
温

す
る

　
　
　
　

日
本
赤
十
字
社

　
　
　
　
　
　
「
水
上
安
全
の
て
び
き
」
よ
り　

学
校
保
健

☎
54
︱
１
９
１
９

■ ７月の休 館 日  ■
１日　２日　９日　16 日　
23 日　30 日

あ

■７月・８月の上映会
～プログラム～

●７月８日（日）
１０: ３０～（対象：こども）
　わらしべ長者・田植地蔵
　アリとセミ・いなかのねずみと
　町のねずみ
１４: ３０～（対象：こども・一般）
　火垂るの墓
●８月１２日（日）
１０: ３０～（対象：こども）
　浦島太郎・絵姿女房・耳なし芳一
　ディズニーの三びきのこぶた
１４: ３０～（対象：こども・一般）
　ブンナよ　木からおりてこい

■
遊
泳
中
の
ケ
ガ
や
病
気
に
は
、

　

十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

免除



1415

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み
な
さ
ん
の
近
所
の
若
者
や
職

場
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
紹
介
し
た
い
人
が
い

ま
し
た
ら
、
総
務
課
秘
書
広
報
係
︵
☎
内
線
２
２
３
５
︶

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
人
は
、
広
報
担
当
が
写
真
を
撮
り

に
う
か
が
い
ま
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

そそり立つ壁を制覇したい
クライミング競技の一種、３～５ｍの壁を自分の
手と足でよじ登る「ボルタリング」という競技を
始めて１年。Ｕ@Wall というサークル仲間たち
と週に１、２度練習をしています。かなりハード
な競技ですが、難易度の高いコースを登りきった
時の達成感は何とも言えない、いい気分ですよ。

菊池　康
こうえい

英 さん（25 歳：越表）

利用者さんの笑顔が大好き
櫛の山にある介護付有料老人ホームひむかの郷

さと

で
４月から働いています。利用者さんの笑顔に、や
りがいを感じてるこのごろです。アウトドアやド
ライブが趣味で、最近は釣りや近県の温泉地に出
掛けてるんですよ。これからは仕事に生かせるい
ろいろな資格取得に挑戦していきたいですね。

黒木　千
ち ず え

寿恵 さん（25 歳：伊勢ケ浜）

富士の山に
光のリボン
人生最大のアドベンチャー（前）

グレイス・ワン
ニュージーランド（ＮＺ）
から来た日向市国際交流員

　

ち
ょ
う
ど
４
年
前
の
７
月
、

私
は
人
生
最
大
の
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

当
時
、
東
京
に
留
学
中
で

し
た
が
、
帰
国
前
に
留
学
生

の
仲
間
で
特
別
な
思
い
出
を

作
ろ
う
と
、
富
士
登
山
を
計

画
し
ま
し
た
。
私
は
、
ス
ポ

ー
ツ
が
と
て
も
苦
手
で
す
が
、

せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、

参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
高
速
バ
ス
に
乗

り
夕
方
に
富
士
山
の
五
合
目

に
到
着
、
晩
御
飯
を
食
べ
た

後
、
夜
の
９
時
ご
ろ
か
ら
登

り
始
め
ま
し
た
。
私
と
遊
び

に
来
て
い
た
姉
、
留
学
生
た

ち
と
先
生
、
合
わ
せ
て
約
20

人
の
グ
ル
ー
プ
で
し
た
。

　

夜
の
登
山
は
初
め
て
の
経

験
で
、
道
が
暗
く
て
何
も
見

え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、

同
じ
よ
う
な
登
山
者
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
一
人
一
人
懐
中
電

灯
を
持
っ
て
登
っ
て
い
た
の

で
、
思
っ
た
よ
り
明
る
か
っ

た
で
す
。

　

頂
上
に
続
く
そ
の
灯
り
は
、

ま
る
で
富
士
山
の
上
に
光
の

リ
ボ
ン
を
掛
け
た
み
た
い
に
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
あ

の
光
景
は
今
で
も
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

六
合
目
に
着
い
た
と
き
、

す
で
に
充
実
感
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
時
早
く
も
身
体

の
疲
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
あ

の
時
だ
け
は
「
日
ご
ろ
少
し

で
も
運
動
し
て
い
た
ら
よ
か

っ
た
�
」
と
思
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
山
頂
を
目
指
す

道
の
り
は
、
真
夏
な
の
に
気

温
は
真
冬
並
み
の
０
度
で
、

私
は
そ
の
厳
し
い
山
の
寒
さ

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

お
互
い
に
励
ま
そ
う
と
み

ん
な
で
お
菓
子
を
食
べ
て
、

ま
た
普
段
よ
り
も
っ
と
ゆ
っ

く
り
い
ろ
い
ろ
楽
し
い
話
が

で
き
た
の
で
、
寒
さ
も
忘
れ

て
、
な
ん
と
か
登
り
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
号
に
づ
づ
く

English Summer Camp@ 日向サンパーク
　　　と　き　８月２３日 ( 木 ) 〜２４日 ( 金 )
　　　ところ　日向サンパーク　オートキャンプ場

サマーキャンプ参加者を募集します

定員　市内で在学中の中学生 20人
講師　国際交流員グレイス・ワンと県内の英語指導助手数名
締切　８月３日 ( 金 )
申込・問い合わせ　市民協働課（☎内線 2853）

このまちの人たち ー ボイス

セネガル共和国
首都　ダカール (Dakar)
人口　約 180 万人
面積　20 万Ｋ㎡

彼
ら
の
笑
顔
に
支
え
ら
れ

身
体
で
感
じ
た

国
際
協
力
の
意
義―

。
         寺原 高

たかゆき

志  さん（27 歳：坪谷）

大学では国際農業開発環境研究を専攻、奈
良県農業試験場での１年間非常勤職経験
を経てＨ 17.4 からＨ 19.3 まで、青年海
外協力隊として、セネガル川流域開発公社
リシャトール事業所で活動した。

 

こ
の
４
月
�
青
年
海
外
協
力
隊
﹁
セ

ネ
ガ
ル
派
遣
﹂
の
任
期
を
終
え
�
帰

国
し
た
本
市
出
身
の
寺
原
高た

か
ゆ
き志

さ
ん
�

 
﹁
短
い
よ
う
で
�
長
か
�
た
﹂
と
笑

顔
で
２
年
間
を
振
り
返
る—

�

 

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
や
言
葉
の
壁
�

生
活
習
慣
の
違
い
に
現
地
で
は
大
変

な
苦
労
が
あ
�
た
だ
ろ
う
�
し
か
し
�

そ
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
�
彼
の
表
情

に
は
�
困
難
を
乗
り
切
�
た
言
い
尽

く
せ
ぬ
達
成
感
と
自
信
が
あ
ふ
れ
る
�

 

西
ア
フ
リ
カ
に
位
置
す
る
セ
ネ
ガ

ル
は
�
開
発
途
上
国
と
呼
ば
れ
る
国
�

食
糧
不
足
�
急
速
に
進
む
砂
漠
化
�

不
十
分
な
医
療
体
制
�
学
校
に
も
行

け
な
い
多
く
の
子
ど
も
た
ち
�
世
界

人
口
の
約
８
割
が
そ
ん
な
開
発
途
上

国
で
�
今
も
生
活
し
て
い
る
�

 

寺
原
さ
ん
は
�
大
学
で
学
ん
だ
知

識
を
生
か
し
�
現
地
で
は
点
在
す
る

農
村
集
落
を
巡
回
し
農
業
普
及
指
導

員
と
し
て
活
動
�
有
機
質
肥
料
の
普

及
�
減
農
薬
栽
培
指
導
に
努
め
�
ま
た
�

新
規
作
物
と
し
て
イ
チ
ゴ
な
ど
の
試

験
栽
培
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
�

 

自
ら
経
験
し
た
彼
ら
と
の
か
け
が

え
の
な
い
日
々
�
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
世
界
の
人
び
と
の
現
状
� 

 

帰
国
後
は
�
報
告
会
や
大
学
な
ど

で
の
講
演
で
忙
し
い
毎
日
を
送
る
�

 

こ
れ
か
ら
も
身か

ら
だ体

で
感
じ
た
国
際

協
力
の
意
義
を
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
ほ
し
い—

�

青年海外協力隊とは･･･

JICA（独立行政法人国際協力機構）
が派遣する国際ボランティア。現
在、世界の開発途上国 77 か国で約
2400 人の隊員が草の根レベルのボ
ランティア活動に奮闘している。
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■ N
な ば

ABA カップ　

大
王
谷
児
童
館
主
催
、
ウ
ィ
ー
ク
エ

ン
ド
サ
ー
ク
ル
「
海
風
土
曜
教
室
」

が
６
月
９
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
市
内
に
７
つ
あ
る
児
童
ク

ラ
ブ
の
う
ち
５
ク
ラ
ブ
が
参
加
。
小

中
学
生
や
保
護
者
１
３
０
人
が
芋
の

苗
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
日
ご

ろ
畑
仕
事
に
親
し
む
機
会
の
少
な
い

子
ど
も
た
ち
。
手
に
取
っ
た
芋
の
つ

る
を
一
本
一
本
て
い
ね
い
に
植
え
つ

け
、「
大
き
く
育
っ
て
ね
」
と
、
秋
の

収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

■太く大きく育ってね

第
21
回
日
向
木
挽
唄
全
国
大
会
が
６

月
９
日
と
10
日
、
日
向
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。
九
州
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら

約
７
０
０
人
が
参
加
。
舞
台
で
は
、

か
す
り
の
着
物
な
ど
の
衣
装
で
日
向

木
挽
唄
の
雰
囲
気
た
っ
ぷ
り
の
出
場

者
が
熱
唱
、
鍛
え
た
の
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。
一
般
男
性
実
寿
年
の
部
で

は
、
本
市
か
ら
出
場
の
興
梠
達
雄
さ

ん
が
見
事
優
勝
、
続
く
二
位
か
ら
四

位
も
本
市
か
ら
の
出
場
者
で
し
た
。

■山で子が泣く～♪熱唱

第
４
回
環
境
フ
�
ス
タ
５ご

み
ゼ
ロ

３
０

み
ん
な
で
考
え
よ
う―

。

ご
み
の
減
量
・
発
生
抑
制
・
リ
サ
イ
ク
ル

第
３
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
日
向
場
所
が

６
月
24
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
県
北
地
区
か
ら
小
学
生
男
女
80

人
が
出
場
。
学
年
ご
と
に
予
選
リ
ー

グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
戦
い
ま

し
た
。
礼
節
を
重
ん
じ
、
土
俵
の
上

で
力
と
力
、
体
と
体
を
ぶ
つ
か
り
合

っ
た
後
、
勝
者
を
称
え
敗
者
を
思
い

や
る
力
士
た
ち
。
４
年
生
以
上
の
優

勝
者
は
７
月
24
日
、
あ
こ
が
れ
の
東

京
両
国
国
技
館
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
に
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

第
３
回
日
向
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ａ
カ
ッ
プ
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
６
月
17
日
、
富
島

中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
リ
ー
グ

と
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
リ
ー
グ
に
合
わ
せ
て

小
学
生
16
チ
ー
ム
が
参
加
。
両
リ
ー

グ
と
も
熱
気
に
包
ま
れ
た
一
戦
一
戦

に
、
館
内
は
歓
声
に
沸
く
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
細
島
、
財

光
寺
、
財
光
寺
南
と
３
つ
の
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
あ
り
各
ク
ラ
ブ
と

も
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
の
ま
ち

こ
の
ま
ち
情
報

日
向
市　

坪
谷

第
15
回
牧
水
ふ
れ
あ
い

う
な
ぎ

つ
か
み
ど
り
大
会

■あこがれの両国へ

　

会
場
に
は
身
近
な
家
庭
の
ご
み

問
題
か
ら
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
い
ろ
い
ろ
な

コ
ー
ナ
ー
を
開
設
。

　

中
で
も
、
日
常
生
活
の
中
で
不

用
に
な
っ
た
物
を
販
売
す
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
盛
況
。
大

勢
の
市
民
が
目
当
て
の
品
物
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
や
ご
み
の
分
別
の
大

切
さ
を
題
材
に
し
た
劇
の
公
演
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
資
源
物
つ
り

ゲ
ー
ム
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は

つ
り
上
げ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
分
別
を
体
験
。
大
人
も
子

ど
も
も
改
め
て
環
境
問
題
つ
い
て

考
え
た
一
日
で
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
美
化
や
ご
み
の

減
量
に
貢
献
し
た
市
民
、
市
内
の

小
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
た
「
ポ

ス
タ
ー
・
書
道
展
」
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
児
童
生
徒
に
対
し

て
、
黒
木
市
長
か
ら
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
ポ
ス
タ
ー
展
（
最
優
秀
賞
）

土
田
哲
哉　
　

日
知
屋
東
小
５
年

河
野
亜
美　
　

越
表
小
３
年

●
書
道
展
（
最
優
秀
賞
）

石
川
聡
一
郎　

日
知
屋
小
２
年

御
船
杏
佳　
　

日
知
屋
東
小
４
年

石
川
麻
里
子　

富
高
小
５
年

前
田
千
尋　
　

日
知
屋
東
小
６
年

（
敬
称
略
）

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
牧
水

ふ
れ
あ
い
う
な
ぎ
つ
か
み
ど
り

大
会
」
が
、
今
年
も
牧
水
公
園

河
川
プ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
う
な
ぎ
千
匹
や
鱒ま
す

が
放
流
さ
れ
ま
す
。
大
物
を
捕

ま
え
た
人
に
は
、
大
賞
と
し
て

豪
華
商
品
を
贈
呈
。
ま
た
、
も

ち
ま
き
大
会
や
地
鶏
の
炭
火
焼

き
の
出
店
な
ど
会
場
は
お
楽
し

み
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

緑
に
囲
ま
れ
た
清
ら
か
で
涼

い
河
川
プ
ー
ル
は
、
夏
に
な
る

と
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
場

所
！

　

歌
人
若
山
牧
水
が
愛
し
た
清

流
坪
谷
川
で
、
大
自
然
を
満
喫

し
身
も
心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

て
み
ま
せ
ん
か
？	

●
参
加
料　

無
料

●
と
き　

７
月
22
日
（
日
）
午

前
11
時
～　

※
増
水
の
場
合
は

7
月
29
日
（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

日
向
市
東
郷
町
坪

谷
「
牧
水
公
園
」
河
川
プ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ　

東
郷
町
商
工

会
青
年
部
（
☎
69—

２
０
７
５
）

｢

日
向
市
ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
週
間
」（
５
月
30
日
〜
６
月
５
日
）
の
一
つ
と
し
て
、「
き
て
・

み
て
・
遊
ん
で
環
境
フ
ェ
ス
タ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
６
月
３
日
（
日
）、
サ
ン
ド
ー
ム
日
向
で

第
４
回｢

環
境
フ
ェ
ス
タ
５
３
０｣

が
開
か
れ
ま
し
た
。
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１
日
現
在
）
の
人　

③
市
の
都
市
計

画
に
関
心
が
あ
る
人

●
応
募
方
法　

市
役
所
ま
ち
づ
く
り

政
策
課
、
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ

ー
及
び
各
支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込

用
紙
、
は
が
き
又
は
メ
ー
ル
で
応
募

く
だ
さ
い
（
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
）

●
募
集
期
間　

７
月
９
日
（
月
）
～

23
日
（
月
）

●
選
任
方
法　

①
選
任
は
２
人
で
す

が
、
応
募
者
が
２
人
を
超
え
た
場
合

は
、
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

②
委
員
候
補
者
２
人
の
ほ
か
に
男
女

各
１
人
の
補
欠
候
補
者
を
選
出
し
ま

す
。

③
公
開
抽
選
は
、
７
月
30
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

で
行
い
ま
す
。
※
抽
選
の
立
会
を
、

応
募
者
の
中
か
ら
２
人
選
出
し
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ま
ち
づ

く
り
政
策
課
（
☎
内
２
６
１
３
）

m
ach
i@
h
yu
gacity.jp

　

市
は
、
本
市
文
化
の
向
上
発
達
に

関
し
、
特
に
顕
著
な
業
績
を
有
す
る

人
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
業
績
に
対
す
る
市
民
の
認
識
を
さ

ら
に
高
め
る
た
め
、「
日
向
市
文
化
賞
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
候
補
者
の
推
薦
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
者
及
び
市
内

に
所
在
す
る
施
設
、
団
体
ま
た
は
本

市
出
身
者
で
市
の
文
化
向
上
発
達
に

19

特
に
顕
著
な
業
績
を
有
す
る
人
。

●
授
賞
式
等　

学
術
、
芸
術
、
技
術
、

体
育
及
び
文
化
関
係
の
功
績
が
、
特

に
顕
著
と
認
め
ら
れ
た
人
に
つ
い
て

顕
彰
す
る（
自
治
功
労
は
含
ま
な
い
）。

授
賞
式
は
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）。

●
推
薦
の
方
法　

推
薦
書
に
よ
る
。

　

参
考
資
料
も
含
め
全
書
類
Ａ
４
版

用
紙
で
５
枚
以
内
。
推
薦
書
は
中
央

公
民
館
、
日
知
屋
公
民
館
、
南
日
向

公
民
館
、
細
島
公
民
館
、
美
々
津
公

民
館
、
大
王
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
東
郷
東
公
民
館
、
東
郷
西
公

民
館
、
市
生
活
環
境
部
文
化
ス
ポ
ー

ツ
課
に
あ
り
ま
す
。

●
締
切
日　

７
月
31
日
（
火
）

●
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
文
化
振
興
係
（
☎
内
線

２
８
６
４
）

　

市
立
図
書
館
で
は
読
ん
だ
本
の
感

動
や
感
想
を
、
は
が
き
に
描
い
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
作
品
集
と
し
て

発
行
し
、
さ
ら
に
、
優
秀
作
品
は

「
２
０
０
８
年
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
予
定
で
す
。

●
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
か
図
書

館
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
に
描
い
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
区
分　

①
幼
児
の
部
（
３
歳

以
上
）　

②
小
学
校
１
、２
、３
年
生
の

部　

③
小
学
校
４
、５
、６
年
生
の
部

④
中
学
生
の
部　

⑤
一
般
の
部
（
高

校
生
以
上
）

●
対
象
と
な
る
作
品　

雑
誌
、
マ
ン

ガ
以
外
で
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
さ
し
絵
を
写
し
た
も
の
は
審
査
対
象

外
と
し
ま
す
）

●
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
ま
た
は

通
勤
、
通
学
す
る
人

●
募
集
期
間　

７
月
20
日
（
金
）
～

９
月
７
日
（
金
）

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
54—

１
９
１
９
）

　

市
で
は
、
農
林
水
産
業
の
振
興
と

活
力
あ
る
農
山
漁
村
を
創
造
す
る
た

め
、
初
め
て
の
「
第
一
次
日
向
市
農

林
水
産
業
振
興
計
画
」
の
策
定
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、

生
産
者
、
消
費
者
、
関
係
機
関
、
関

係
団
体
か
ら
構
成
す
る
部
門
別
検
討

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
が
、
そ
の
中

で
、
消
費
者
の
立
場
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
け
る
人
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
数　

４
人(

農
業
分
野
２

人
、
林
業
分
野
１
人
、
水
産
分
野
１

人)●
応
募
資
格　

①
市
内
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
で
年
齢
が
満
20
歳
以

上
（
平
成
19
年
４
月
１
日
現
在
）
の

人　

②
市
の
農
林
水
産
業
の
振
興
な

ど
に
関
心
が
あ
る
人

●
応
募
方
法　

希
望
分
野
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
直
接
持
参
、
ま
た
は
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

７
月
23
日
（
月
）

●
内
容	

平
日
に
日
中
１
～
２
時
間
程

度
の
委
員
会
を
、
来
年
２
月
ま
で
３

～
４
回
程
度
開
催
予
定
で
す
。

１
会
議
に
つ
き
謝
金
３
、０
０
０
円
支

給
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

農
林
水

産
課
農
業
振
興
係
（
☎
52—

１
４
４
２

52—

０
２
５
０
）

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

日
向
市
文
化
賞
授
賞
候
補

者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

第
10
回
「
読
書
感
想
絵
は

が
き
展
」
作
品
募
集

農
林
水
産
業
振
興
計
画

検
討
委
員
会
委
員
を
募
集

自衛官募集　●申込・問い合わせ　自衛隊日向募集事務所（☎ 52 ｰ 6914）

募集種目 募集人員（全国）
※ 18 年度参考数値 資格 受付期間 試験期日及び合格発表 入（校）隊

一般曹候補生

（男女）

・陸上　約 4,150 人
（うち女子約 155 人）

・海上　約 1,140 人
（うち女子約　75 人）

・航空　約 1,000 人
（うち女子約 105 人）

18 歳以上
27 歳未満

8/1 〜 9/7

一次 9/17

20 年３月下旬
〜４月上旬二次 10/5 〜 10/12

最終合格 11/14

２等

陸士

海士

空士

男子
・陸上　約 4,760 人
・海上　約 1,260 人
・航空　約 1,740 人

18 歳以上
27 歳未満

8/1 〜 9/7
試験 9/17 20 年３月下旬

〜４月上旬最終合格 11 月下旬

年間を
通じて募集 受付時、試験時にお知らせ 採用予定通知でお知らせ

女子

・陸上　約 500 人
・海上　約　80 人
・航空　約 150 人

8/1 〜 9/7
試験 9/24.25

20 年３月下旬
〜４月上旬

最終合格 11/16

・海上　約　50 人 お問い合わせ
ください 受付時、試験時にお知らせ 19 年 8 月

航空学生

（男女）

・海上　約 70 人
（うち女子若干名）

・航空　約 70 人
（うち女子若干名）

高卒（見込）
21 歳未満

8/1 〜 9/7

一次 9/22

20 年３月下旬
〜４月上旬

二次 10/13 〜 10/18

三次 11/11 〜 12/7

最終合格 1/25

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
隊
日
向
募
集
事
務
所
で
は
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
日

向
募
集
事
務
所
（
☎
52—

６
９
１
４
）

●
収
集
費
用

・
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
６
円
／
㎏

・
農
業
用
ポ
リ　

23
円
／
㎏

※
処
理
券
を
利
用
の
人
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
（
☎

内
線
２
３
１
２
）

　

今
年
１
月
か
ら
新
た
な
個
人
情
報

保
護
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
電
算
処
理
す
る

個
人
情
報
だ
け
で
な
く
、
台
帳
な
ど

の
「
手
処
理
」
で
保
有
す
る
個
人
情

報
も
含
め
て
、
そ
の
収
集
や
管
理
の

適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
的
事

項
や
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
を
求
め

る
権
利
も
定
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
運
用
状
況
に
つ
い

て
公
表
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

情
報
政
策
課　

情

報
政
策
係
（
☎
内
線
２
４
６
２
）

　

市
立
図
書
館
で
は
、
開
館
10
周
年

を
記
念
し
、
子
供
た
ち
へ
の
あ
た
か

い
ま
な
ざ
し
に
よ
る
作
品
で
、
日
本

児
童
文
学
者
協
会
賞
な
ど
、
多
く
の

文
学
賞
を
受
賞
し
、
現
在
も
活
躍
を

続
け
て
い
る
作
家
「
宮
川
ひ
ろ
」
さ

ん
を
迎
え
、
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

●
と
き　

７
月
29
日
（
日
）
午
後
１

時
開
場
、
１
時
30
分
開
演

●
と
こ
ろ	

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー	

小

ホ
ー
ル

●
演
題　
「
こ
こ
ろ
に
響
く
読
書
の

力
」

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

図
書
館
（
☎
54—

１
９
１
９
）

　

こ
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
、
理

解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お

い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。
こ
の
運
動
は

今
年
で
第
57
回
を
数
え
、
毎
年
７
月

は
そ
の
強
調
月
間
で
す
。

　

期
間
中
は
、
日
向
地
区
保
護
司
会

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
啓
発
活
動
や
各

種
大
会
へ
の
後
援
な
ど
の
活
動
を
行

い
ま
す
。「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

中
小
企
業
労
働
相
談
所
（
県
労
働

政
策
課
、
商
工
労
政
事
務
所
）
で
は
、

労
働
者
、
使
用
者
か
ら
の
電
話
ま
た

は
来
所
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
日
、
時
間
は
、
月
曜
か
ら
金

曜
（
祝
祭
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

延
岡
中
小
企
業

労
働
相
談
所
（
☎
０
９
８
２—

33—

２
８
６
２
）

　

平
成
19
年
７
月
下
旬
か
ら
「
土
々

呂
港
防
波
堤
灯
台
」
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
（
太

陽
電
池
使
用
）
さ
れ
ま
す
。

　

付
近
を
航
行
す
る
船
舶
は
、
次
の

変
更
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

宮
崎
海
上
保
安

本
部
交
通
課
（
☎
０
９
８
７—

22—

３
２
６
４
）

日向市のホームページアドレス　http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

　

最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度

を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃

金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度

で
す
。

　

最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
事
業

場
で
働
く
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用
形
態
や
呼
称

の
い
か
ん
を
問
わ
ず
す
べ
て
の
労
働

者
と
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

仮
に
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金

を
労
使
合
意
の
上
で
定
め
て
も
、
そ

れ
は
法
律
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
、
最

低
賃
金
額
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

宮
崎
県
の
最
低
賃
金
時
間
額
は

６
１
１
円
で
す
。（
そ
の
他
、
４
つ
の

産
業
ご
と
に
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

宮
崎
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
（
☎
０
９
８
５—

３
８—

８
８
３
６
）

　

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
適
正

処
理
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
７
月
の
収
集
日

・
７
月
26
日
（
木
）
午
前
９
時
～
12

時　

東
郷
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー

・
７
月
27
日
（
金
）
午
前
９
時
～
12

時　

Ｊ
Ａ
日
向
美
々
津
支
店

お
知
ら
せ

　

延
岡
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
申

請
し
た
人
で
も
、
事
前
の
申
請
が
あ

れ
ば
、
７
月
１
日
（
日
）
か
ら
日
曜

日
で
も
、
宮
崎
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
日
曜
日
に
受
け
取
り
が
で
き
る
場

所宮
崎
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
県
庁

本
館
１
階
）

●
日
曜
日
の
受
取
時
間　

午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

※
申
請
の
受
付
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

平
日
の
み
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ　

宮
崎
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
８
５—

26—

７
２
６
８
）

　

市
の
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ
審
議
を

行
う
日
向
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

を
広
く
市
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

２
人
（
男
性
１
人
、

女
性
１
人
）

●
任
期　

平
成
19
年
９
月
１
日
～
平

成
21
年
８
月
31
日
の
２
年
間

●
応
募
資
格　

①
市
内
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
で
、
既
に
３
ヶ
月
以

上
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人　

②
年

齢
が
満
20
歳
以
上
（
平
成
19
年
４
月

７
月
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
収
集
日
に
つ
い
て

日
向
市
個
人
情
報
保
護
制

度
の
運
用
状
況

募　

集

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う

宮
崎
県
の
最
低
賃
金
額

日
向
市
都
市
計
画
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

図
書
館
開
館
10
周
年
企
画

宮
川
ひ
ろ
講
演
会
を
開
催

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
を
一
人

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

土
々
呂
港
防
波
堤
灯
台
が

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ
ま
す

変更事項 変更前 変更後

光り方
不動で点灯して
いる光が毎３秒
に一度光る

毎３秒に
一度光る

明るさ 470/35cd 26cd

ひかりの
届く距離 7.5/3.5 マイル 3.5 マイル

高さ
（地上〜灯火） 10.6 ｍ 9.1 ｍ

18 年度開示請求の件数と決定状況

開示
請求

決定の状況 決定に対
する不服
申し立て開示 部分

開示
不

開示
不

存在

２件 ０件 １件 ０件 １件 ０件

※保有個人情報の訂正及び利用停止請求はなし

パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り

が
よ
り
便
利
に



2021

■
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
市

内
の
金
融
機
関
、
市
役
所
、
東
郷

町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
及
び
支
所

で
で
き
ま
す
（
通
帳
、
通
帳
印
、

納
付
書
が
必
要
で
す
）。
振
替
日

は
毎
月
25
日
で
す
。

市役所は☎ 52-2111・東郷町地域自治センターは☎ 69-2111

納期限内に納めましょう
固定資産税　　　２期
国民健康保険税　２期

（納期　7 月 1 日〜 7 月 31 日）
（口座振替日　　　7 月 25 日）

税の納期

郷土の文化財を
訪ねて　　   ⑬

も
あ
り
、
当
時
の
細
島
は
官
軍
の

拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ

ま
す
。

　

一
方
、
新
町
に
は
、
西
郷
軍
の

司
令
官
と
し
て
知
ら
れ
る
桐
野
利

秋
や
西
郷
隆
盛
が
立
ち
寄
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
、
西
郷
隆
盛
に
つ
い
て

は
市
の
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
塩
見
の
「
正
法
寺
年
中
日
誌
」

に
新
町
の
佐
藤
仙
吾
宅
に
一
泊
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
新
町
付
近
が
西

郷
軍
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

ま
す
。

　

明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
の
西

南
戦
争
の
際
に
は
、
日
向
市
内
で

も
激
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
お
も
な
戦
跡
と
し
て

は
、
市
街
地
の
新
町
や
細
島
、
そ

れ
に
美
々
津
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
西
郷
軍

と
官
軍
の
戦
い
を
示
す
数
々
の
文

化
財
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
う
ち
一
部
を
皆
さ

ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
細
島
に
は
県
指
定
の

史
跡
に
な
っ
て
い
る
「
有あ

り
す
が
わ

栖
川

征せ
い
と
う
そ
う
と
く
の
み
や
で
ん
か
ご
ほ
ん
え
い

討
総
督
宮
殿
下
御
本
営
跡あ

と

」
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
は
有あ

り
す
が
わ
の
み
や
た
る
ひ
と
し
ん
の
う

栖
川
宮
熾
仁
親
王

が
、
明
治
10
年
７
月
15
日
か
ら
８

月
20
日
ま
で
滞
在
さ
れ
、
西
郷
軍

を
鎮
圧
す
る
た
め
の
指
揮
を
と
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
、
今
で
も
御
本
営

当
時
の
看
板
や
親
王
の
使
わ
れ
た

高
下
駄
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
近
く
の
丘
の
上
に
は
、

官
軍
の
迫
田
鉄
五
郎
以
下
２
８
０

余
名
が
葬
ら
れ
て
い
る
市
の
指
定

史
跡
「
西
南
の
役
細
島
官
軍
墓
地
」

■
西
南
戦
争
と
日
向
市

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課
文
化
財
係

（
☎
内
線
２
４
１
５
）

　

と
こ
ろ
で
、
日
向
市
で
の
最
大

の
激
戦
地
は
美
々
津
の
耳
川
で
し

た
。

　

耳
川
の
決
戦
で
は
、
官
軍
が
南

岸
に
、
西
郷
軍
は
飯
谷
付
近
の
北

岸
に
部
隊
を
配
置
し
て
激
し
い
撃

ち
合
い
を
行
い
ま
し
た
が
、
結
果

的
に
は
西
郷
軍
の
敗
北
に
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

今
で
も
耳
川
の
両
岸
に
は
激
戦

を
物
語
る
土
塁
や
石
を
積
み
上
げ

た
防
御
塁
な
ど
が
あ
ち
こ
ち
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
社
協
＝
社
会
福
祉
協
議
会

歴 史 探 訪

有
栖
川
征
討
総
督
宮
殿
下
御
本
営
跡
（
細
島
）

相 談 日 程
■
人
権
相
談

と　

き　

７
月
12
日
（
木
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

　
　

＊　
　
　

＊

と　

き　

７
月
18
日
（
水
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

美
々
津
公
民
館

■
行
政
相
談

と　

き　

７
月
18
日
（
水
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

　
　

＊　
　
　

＊

と　

き　

７
月
18
日
（
水
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

美
々
津
公
民
館

■
法
律
相
談(

☎
要
予
約)

と　

き　

７
月
19
日
（
木
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

(

☎
52—

１
０
１
０
）

　
　

＊　
　
　

＊

と　

き　

７
月
18
日
（
水
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

社
協
東
郷
支
所

(

☎
69—

２
２
０
９
）

■
年
金
巡
回
相
談

と			

き　

７
月
25
日
（
水
）

10
：
00
～
15
：
00

と
こ
ろ　

青
少
年
ホ
ー
ム

■
障
害
者
相
談

と			

き　

７
月
９
日
（
月
）

10
：
00
～
12
：
00

と
こ
ろ　

障
害
者
セ
ン
タ
ー

(

☎
52—

５
４
３
４)

■
介
護
保
険
の
説
明
会

と　

き　

７
月
18
日
（
水
）

10
：
00
～
12
：
00

と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

●
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん

し
ん
課
介
護
給
付
係
（
☎
内
線

２
１
７
６
）

■
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

方　

法　

電
話
ま
た
は
面
接
相
談

と　

き
（
月
、
火
、
木
、
金
）　

13
：
00
～
16
：
00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

(

☎
55—

１
６
６
０
）

■
女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
巡
回
相
談

　

(

☎
要
予
約)

と　

き　

７
月
９
日
（
月
）

　
　
　
　

７
月
23
日
（
月
）

10
：
30
～
16
：
00

と
こ
ろ　

推
進
ル
ー
ム
「
さ
ん
ぴ
あ
」

（
☎
０
９
８
５—

29—

８
５
４
４
）

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

環 境 問 題

で
も
、
ど
の
方
向
に
も
打
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ミ
ニ
バ
レ
ー　

使
用
す
る
ボ
ー
ル

は
大
き
く
柔
ら
か
で
軽
い
た
め
、

経
験
や
体
力
に
関
係
な
く
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
一
緒
に
な
っ
て
プ

レ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。

●
と
き　

７
月
30
日
（
月
）
～
８

月
27
日
（
月
）
の
毎
週
月
曜
日
（
全

５
回
、
午
後
７
時
30
分
～
午
後
９

時
30
分
）

●
と
こ
ろ　

サ
ン
ド
ー
ム
日
向

●
募
集
対
象
者　

小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者(

原
則
と
し
て
親
子
で

の
参
加
者
を
お
願
い
し
ま
す)

　

市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
、
市
体
育

指
導
委
員
協
議
会
で
は
、
夏
休
み

期
間
中
に
、
親
子
で
楽
し
め
る
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
き
ま

す
。
学
校
で
の
体
育
の
時
間
以
外

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
の
少

な
い
子
ど
も
た
ち
や
、
普
段
運
動

を
す
る
機
会
の
少
な
い
保
護
者
で

も
無
理
な
く
気
軽
に
参
加
で
き
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ク
ラ
ブ
や
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
な
ど
で
活
動
し
て
い

て
も
、
親
子
で
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
機
会
は
あ
ま
り
な
い
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
親
子

で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
教
室
内
容

ド
ッ
ヂ
ビ
ー　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

ボ
ー
ル
を
柔
ら
か
な
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
に
替
え
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
と
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
ミ

ッ
ク
ス
し
た
競
技
で
す
。

ペ
タ
ン
ク　

年
齢
を
問
わ
ず
だ
れ

で
も
楽
し
め
る
球
技
で
、
発
祥
地

フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ

ビ
ー
と
同
じ
く
ら
い
人
気
の
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ミ
ニ
テ
ニ
ス　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

な
ど
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

キ
ン
ボ
ー
ル　

カ
ナ
ダ
で
考
案
さ

れ
急
速
に
普
及
し
た
競
技
で
、
今

で
は
全
世
界
で
多
く
の
人
々
が
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル　

野
球
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

バ
ッ
テ
ン
グ
テ
ィ
ー
の
上
の
静
止

し
た
ボ
ー
ル
を
打
ち
ま
す
。
だ
れ

■
ご
み
は
な
く
な
ら
な
い

　

市
内
在
住
で
70
歳
以
上
の
人
に

対
し
、
宮
崎
交
通
発
行
の
高
齢
者

用
バ
ス
定
期
券
「
悠
々
パ
ス
」
の

購
入
費
半
額
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
補
助
を
受
け
る
際
に
は
、

市
で
発
行
し
て
い
る
補
助
券
が
必

要
で
す
。
パ
ス
の
有
効
期
限
が
最

大
で
半
年
の
た
め
、
３
月
に
交
付

を
受
け
た
人
は
９
月
に
新
た
に
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

下
記
の
日
程
で
交
付
を
し
ま
す
の

で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
福
祉
係

（
1
内
線
２
１
６
８
）

■
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠
＠

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
53—

４
７
９
１
）

（　

56—

０
０
１
８
）

（　

b
u
n
ka@
h
yu
gacity.jp

）

●
募
集
定
員　

50
組
程
度

●
参
加
料　

無
料

●
募
集
締
切　

７
月
９
日
（
月
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

●
申
込
方
法　

親
子
の
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
（
主
に
連

絡
が
と
れ
る
も
の
）
に
つ
い
て
次

の
申
込
先
ま
で
電
話
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■悠々パス発行日程表（1内線 2169）

ス ポ ー ッ
■
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

夏
休
み
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室

■
国
定
公
園
内
で
の
行
為

　

ま
ず
は
事
前
に
相
談
を

普
通
地
域
が
あ
り
、
そ
の
自
然
が

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
自
然
公
園
法
に
お

け
る｢

自
然
公
園
の
公
園
計
画｣

及
び
自
然
公
園
内
特
別
地
域
で
の

開
発
行
為
な
ど
に
対
す
る｢

許
認

可
業
務｣

は
、
市
に
権
限
委
譲
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
日
豊
海
岸
国
定
公
園
」
内
の

特
別
地
域
で
、
次
の
行
為
を
予
定

し
て
い
る
場
合
に
は
、
着
手
前
の

協
議
や
申
請
、
及
び
市
長
の
許
可

が
必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
環
境

整
備
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
事
前
に
協
議
が
必
要
な
行
為

・
工
作
物
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、

木
竹
の
伐
採

・
広
告
物
な
ど
の
掲
出
、
設
置
、

表
示

・
屋
外
で
の
土
石
、
そ
の
他
環
境

大
臣
が
指
定
す
る
物(

廃
掃
法
に

規
定
す
る
廃
棄
物
な
ど)

の
集
積
、

貯
蔵
、
水
面
の
埋
め
立
て

・
干
拓
、
土
地
の
形
状
変
更

・
屋
根
、
壁
面
、
塀
、
送
水
管
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
の
色
彩

の
変
更
な
ど
の
行
為

　

　

●
申
請
の
流
れ

　

①
事
前
協
議

　

②
必
要
書
類
の
提
出

　

③
書
類
確
認
（
必
要
時
訂
正
）

　

④
書
類
受
付

　

⑤
審
査･

現
場
確
認

　

⑥
許
否
判
断
協
議
（
関
係
各
課
）

　

⑦
決
定
（
許
可
、
不
許
可
）

　

⑧
決
定
通
知

　

日
豊
海
岸
国
定
公
園
区
域
の
確

認
、
申
請
、
そ
の
他
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
環
境
整
備
課
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
然
公
園
法
は
優
れ
た
自
然
の

風
景
地
を
保
護
し
、
そ
の
場
所
を

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
野
外
活
動

に
積
極
的
に
利
用
し
て
、
国
民
に

役
立
て
よ
う
と
昭
和
32
年
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
に
は
、
市
内
の
海
岸

の
ほ
と
ん
ど
が
「
日
豊
海
岸
国
定

公
園
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
公
園

の
風
致
を
維
持
す
る
た
め
に
作
ら

れ
た
公
園
計
画
に
基
づ
い
た
、
特

別
地
域
（
第
一
種
・
第
二
種
）
と

■
問
い
合
わ
せ

環
境
整
備
課
業
務
係

（
☎
53—

２
２
５
６
）

（　

53—

９
２
６
０
）
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▼
先
日
の
取
材
で
、
お
兄
さ
ん
？
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
答
え
て
、
一
生
懸
命
高
い
と
こ
ろ
に
錦
の

短
冊
を
つ
け
て
く
れ
た
「
る
り
か
」
ち
ゃ
ん
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
と
り
あ
え
ず
七
夕
の
夜
、

お
う
ち
の
外
で
も
う
一
度
、
大
き
な
声
で
お
星

さ
ま
に
お
願
い
し
て
み
て
！
▼
今
月
は
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
に
ス
ポ
ッ
ト
。
の
つ
も
り
は
な
か

っ
た
の
で
す
が･･･

ま
ぁ
こ
ん
な
月
も
あ
り
で

し
ょ
。
ど
う
し
て
も
レ
ン
ズ
が
子
ど
も
に
向
い

て
し
ま
う
ん
で
す
▼
改
め
て･･･

今
月
は
、
台

風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
水
防
に
ス
ポ
ッ
ト
。「
注

意
報
・
警
報
」
は
オ
オ
カ
ミ
少
年
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
▼
常
に
最
新
の
気
象
情
報
な
ど
に
注
意

し
て
、
早
め
の
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
ね
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自み
ず

ら
備
え
る
」
で
す
。

 人　口 63,003 人 〈 ＋　8 〉
 男 29,650 人 〈 ＋　8 〉
 女 33,353 人 〈 　　0 〉
 世帯数 24,290 世帯 〈 ＋14 〉

 転　入 170 人 転　出 161 人
 出　生 50 人 死　亡 51 人
  面　積　   336.29km2

こ
ち
ら
編
集
室

黒木　美
み く

紅ちゃん
( 長江 )

小野　翔
しょうた

太ちゃん
( 亀崎南 )

市役所は☎ 52 － 2111・東郷町地域自治センターは☎ 69 － 2111

日曜在宅医の確認は☎ 53－1214 へ

〈
さ
〉

●会場　日向市民健康管理センター　●問い合わせ　☎内線２１８４

～止まって確認！無事故に挑戦～

４月中の交通事故
 人身事故 死亡 負傷者 物損事故
　54 件 0 人 71 人 88 件
 （＋ 16） （0） （＋ 30） （＋ 1）

日向市の人口と世帯
　（含む外国人登録者／ H19.6.1 現在）

乳
幼
児
健
診

●
３
か
月
児
健
診

日
時
／
７
月
２
日
（
月
）

　
　
　

７
月
９
日
（
月
）

対
象
／
平
成
19
年
４
月
生
ま
れ

●
７
か
月
児
健
診

日
時
／
７
月
11
日
（
水
）

対
象
／
平
成
18
年
12
月
生
ま
れ

●
１
歳
児
健
康
相
談

日
時
／
７
月
24
日
（
火
）

対
象
／
平
成
18
年
６
月
生
ま
れ

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
／
７
月
18
日
（
水
）

対
象
／
平
成
17
年
12
月
生
ま
れ

●
３
歳
児
健
診

日
時
／
７
月
５
日
（
木
）

対
象
／
平
成
15
年
12
月
生
ま
れ

※
受
付
時
間

・
１
歳
６
か
月
児
・
３
歳
児

　

午
後
０
時
45
分
～
１
時
15
分

・
３
か
月
児
・
７
か
月
児

　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

・
１
歳
児
／
午
前
９
時
30
分
～
10
時

　

母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
。

　

最
近
”
は
し
か
“
が
首
都
圏
を

中
心
に
大
学
な
ど
で
流
行
し
、
休

校
や
休
講
が
相
次
い
で
い
る
こ
と

が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

は
し
か
は
、
子
ど
も
の
病
気
だ

と
思
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
免
疫
（
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
）
が
な
け
れ
ば
、
誰
に
で

も
う
つ
る
感
染
症
で
す
。

　

は
し
か
が
怖
い
の
は
、
感
染
力

が
強
く
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎

な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、

死
に
い
た
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、

ま
た
特
効
薬
が
な
い
た
め
対
症
療

法
（
症
状
を
楽
に
す
る
治
療
）
し

か
で
き
な
い
こ
と
で
す
。

　

は
し
か
の
予
防
は
予
防
接
種
を

確
実
に
受
け
る
こ
と
が
最
大
の
予

防
策
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ

で
は
、
小
学
校
に
入
学
す
る
際
に
、

は
し
か
の
予
防
接
種
が
済
ん
で
い

な
い
と
入
学
で
き
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
り
、
ま
た
、
日
本
か
ら
留
学

す
る
際
に
、
国
や
地
方
、
学
校
な

ど
に
よ
っ
て
は
予
防
接
種
済
み
の

証
明
書
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ

る
よ
う
で
す
。

平
成
20
年
４
月
に
小
学
校
に

入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
は
・
・
・

　

平
成
18
年
６
月
か
ら
、
は
し
か
・

風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ

ン
を
生
後
12
か
月
か
ら
24
か
月
ま

で
に
１
回
接
種
し
、
小
学
校
就
学

前
の
年
に
１
回
接
種
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
４
月
か

ら
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
、
は
し
か
と
風
し

ん
の
ワ
ク
チ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
接
種

し
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
回

は
、は
し
か
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

ワ
ク
チ
ン
を
１
回
接
種
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
※
は
し
か
、
風
し

ん
に
、
す
で
に
か
か
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
か
か
っ
て
な
い
方
の
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。

　

は
し
か
の
予
防
接
種
は
す
べ
て

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
早
め
に
予
約
し
予
防
接
種
を

済
ま
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

接
種
の
際
に
は
、
母
子
健
康
手
帳

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

は
し
か
の
予
防
接
種
に

つ
い
て

健康はみんなで
つくる宝物

　

平
成
18
年
度
の
基
本
健
診
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

昨
年
度
に
基
本
健
康
診
査
を

受
診
し
た
40
歳
以
上
の
人
は

２
５
６
７
人
、
そ
の
う
ち
要
指
導
、

要
医
療
の
判
定
を
受
け
た
人
は
約

80
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
要
指
導
、
要
医
療
の
診

断
を
受
け
た
人
の
判
定
内
容
の
内

訳
は
、
高
血
圧
症
（
縮
期
血
圧
が

１
３
０
以
上
、
拡
張
期
血
圧
が
85

以
上
）
の
人
が
54
％
、
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
高
い
人
が
50
％
、
血

糖
値
の
高
い
人
が
22
％
で
し
た
。

　

普
段
か
ら
健
康
で
大
丈
夫
と
思

っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
果
た
し
て
本

当
に
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

　

基
本
健
康
診
査
で
は
、
血
液
検

査
や
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
検
査

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
※
年

齢
に
よ
っ
て
検
査
項
目
は
異
な
り

ま
す
。

平
成
19
年
度
の
各
種
健(

検)

診

に
つ
い
て

●
個
別
健
（
検
）
診

・
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合

　

３
月
末
に
配
布
済
み
の
各
種
健

（
検
）
診
は
、
平
成
20
年
２
月
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
集
団
健
（
検
）
診

　

今
年
度
は
、
旧
日
向
市
域
の
基

本
健
診
、
が
ん
検
診
は
別
々
に
実

施
し
ま
す
。
受
診
に
は
そ
れ
ぞ
れ

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
公
民
館
な
ど
で
受
診
す
る
場
合

・
基
本
健
康
検
査　

９
月
～
11
月

の
８
日
間

・
胃
が
ん
検
診　

９
月
～
10
月
の

20
日
間

・
子
宮
が
ん
検
診　

10
月
～
11
月

の
６
日
間

・
乳
が
ん
検
診　

11
月
の
８
日
間

　

受
診
会
場
は
申
込
者
数
に
よ
っ

て
決
定
し
、
後
日
、
申
込
者
へ
問

診
票
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
旧
東

郷
域
会
場
で
の
実
施
に
つ
い
て
は

別
途
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

※
各
種
健
（
検
）
診
は
期
間
中
（
平

成
19
年
４
月
～
平
成
20
年
２
月
）、

１
人
１
回
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

（
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
検
診
は
２

年
に
１
回
）。

　

３
月
末
に
配
布
し
ま
し
た
平
成

19
年
度
予
防
接
種
医
療
機
関
一
覧

表
に
、
次
の
医
療
機
関
で
の
取
り

扱
い
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
青
柳
内
科
循
環
器
科
「
ポ
リ
オ
」

接
種
不
可　

×

・
く
ろ
き
胃
腸
科
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
」
接

種
不
可
×

・
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
た
し
ろ

「
は
し
か
・
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ

ン
」
接
種
可　

◎

・
市
立
東
郷
病
院
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
」
接

種
可　

◎　

※
東
郷
病
院
で
の
予

防
接
種
実
施
時
間
は
、
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
で
す
。

※
各
医
療
機
関
と
も
各
予
防
接
種

に
は
電
話
に
よ
る
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。

日向サンパーク
温泉へ行こう

■問い合わせ
日向サンパーク温泉

「お舟出の湯」まで。
☎ 56 － 3800
●営業時間
午前 10 時〜午後 10 時
●７月の休館日
２日（月）・１７日 ( 火 )
※毎月、第１・第３月曜日
月曜日が祝日の場合は、そ
の翌日が休館日となります。

■市民の皆さんへお得な情報です

＊お舟出とくトクカレンダー＊
サービスの内容を随時更新してい
ます！　どうぞご覧ください。

http://www.city.hyuga.miyazaki.

jp/sunpark/calendar/kindex.php

健 康 家 族 温 泉 館 報
■
温
泉
へ
入
ろ
う
⑭

■
自
ら
す
す
ん
で

　

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
で
は
身
近
な
石
け
ん
で
す

が
、
枠
練
り
で
作
ら
れ
た
、
現
在

の
よ
う
な
本
格
的
な
銘
柄
石
け
ん

が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
明
治
23
年
ご
ろ
で
す
。

　

そ
の
後
、
舶
来
品
を
含
め
て
、

石
け
ん
は
一
般
家
庭
に
浸
透
し
て

い
き
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
生

産
力
の
落
ち
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸

出
さ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
戦
争
が
激
化
し
た
昭

和
17
年
か
ら
、
原
料
の
入
手
が
困

難
と
な
り
石
け
ん
は
生
産
力
が
低

下
し
た
た
め
、
ま
た
配
給
制
に
な

り
、
粘
土
や
白
陶
土
を
増
量
剤
と

し
て
混
ぜ
た
粗
悪
な
「
戦
時
石
け

ん
」
し
か
作
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
石
の
よ
う
に
固
く
、

泡
立
ち
も
悪
い
石
け
ん
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
当
時
の
人
た
ち
に

は
大
変
貴
重
な
も
の
で
し
た
。
一

方
、
闇
市
な
ど
で
出
回
っ
て
い
た

ア
メ
リ
カ
製
の
石
け
ん
は
、
香
り

も
泡
立
ち
も
よ
く
、
人
々
に
と
っ

て
は
憧
れ
の
も
の
で
し
た
。

　

昭
和
25
年
ご
ろ
か
ら
、
よ
う
や

く
原
料
の
統
制
が
な
く
な
り
、
現

在
の
よ
う
な
上
質
の
国
産
石
け
ん

が
、
再
び
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

冷汁定食
おねだん　　　９８０円

種類の白身魚をふ
んだんに使い、手

間ひまかけて香ばしく焼
き上げています。ひとつ
ひとつが手作りの大変こ
くのある冷汁です。また、
刺身もしくはチキン南蛮
がセットになっており、
お好きな方が選べます。
ぜひ、ご賞味ください。

数

■
お
舟
出
の
湯

　

７
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
今
月
の
イ
ベ
ン
ト
の
日

　

毎
月
、
第
２
土
曜
日
は
お
舟
出

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
の
日
で
す
。

　

お
楽
し
み
に
。

●
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
デ
ッ
キ

　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
好
評
開
催
中

●
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
パ
ッ
ク

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
＋
弁
当

　

＋
温
泉
入
浴
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
）

お
１
人
さ
ま
料
金
１
、２
８
０
円
～

※
20
名
さ
ま
以
上
の
場
合
、
賞
品

付
き
の
「
サ
ン
パ
ー
ク
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
プ
ラ
ン
」
も
あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

海の見えるレストラ
ンでお食事をしませ
んか？

O

お

・

た

べ

て

ん

な

い

！

・T
A

B
E

T
E

N
N

A
I

レ
ス
ト
ラ
ン
潮
音
情
報

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係

（
☎
内
線
２
１
８
４
）

（　

56—

１
４
２
３
）

■
予
防
接
種
の
実
施
医
療

　

機
関
の
変
更
に
つ
い
て

日向市保育協議会
（☎ 53ー5857）

電話が続けてあった場合は、
テープの巻き戻しに数秒ほ
ど時間を要します。

テレホンサービス
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